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　湯気が立ち込める中、自分の隠れたやわらかい肉に吸いつく男のことを、小こ宮みや舞まいはほとんど知らなかった。

「あっ……そこっ……やぁ！」

「ここか？　やだじゃなくて、気持ちいいの間違いだろ？」

「ち……が……んっ……あっ……！　恥ずかしい、から……っ！」

「そう言われると、余計に燃える。君は感じやすいタイプだからな」

　ちゅっと音を立てて蜜芽を吸われると、たまらずに首を振った。

　胸元の水滴がぱらりと垂れて、自分のはしたない格好を意識する。

　貸切露天風呂の中は、ひのきでできた広めの浴槽だった。

　眺めが絶景だというのに、孝たか也やにひのきの浴槽の縁に足を開いて座るように言われて、されるがままだ。

　とろりと蜜が溢れ出て止まらずに、風呂を汚してしまうのがいたたまれない。

　それなのに、孝也から花芽をペロリと舐められるともっと快感が欲しくて仕方がなくなる。

（こんな……つもりじゃなかったのに……）

　ぼんやりとした意識の中、ひのきの香りに包まれながらそう思った。

　舌先が蜜壺に侵入し、すぐに現実に引き戻される。驚いて身をくねらせて逃げたが、強く腰を押さえつけられた。

「逃げるな。気持ちよさで、全部忘れるんだ」

「そうだけど……」

「忘れさせてやる。嫌な思い出も全部な」

「あ……んぁっ！」

　蜜粒を舌先で転がされて、たまらずに腰を引いて逃げた。

　それでも強引に舌先が隘路に入り込むと、内壁を舐めはじめる。

（これが、最初で最後……。もう二度と会わない人だから）

　風呂の中で果てるまで舐め回されてから、舞は縁に手を突かされて尻を突き出す格好になる。

　男根がすぐに入ると、ずんと突かれて一気に果てそうになってしまい懇願するように振り向いた。

「だめ……」

　潤んだ瞳で訴えると、孝也はくすっと笑った。

「そんな顔だとおねだりしてるみたいだ。それとも、そのつもりとか？」

　ふるふると首を振るが、わしづかみにされた胸は変形し、体中で孝也を感じている。

「もっとしてって言えたら、続きをしてやる。欲しいだろ？　もっと」

　甘い責め言葉を言われた途端、隘路がきゅっと締まった。

　そんなことを言われたのは初めてだし、自分が乱れていることさえも信じられない。

　胸元を押さえながら、できないと訴える。

「じゃあ、終わりにしても？」

「……だめ……」

「だったら、もっとしてって言えるだろ？」

「もっと……して？」

　上目で言うと、怒張したそれが腹の中でぴくぴくと反応していた。

「あ……」

「ゴムなしって、感じるだろ？」

「……はい」

　初めて会った人と、まともな避妊もなくエッチをしている。

　それなのに、やめられない自分はおかしいのかもしれない。

　でも、それだからこそ、全て忘れてしまうことができた。なにもかも。

　こうして、心も身体も掻き乱されるように求められることを今まで知らなかったから。
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　澄みわたる空気を感じながら、舞はひとりで神社を散策していた。

　早朝に東京を発ち、日光の神社まで来て、これまでの行いをなかったことにしてもらおうと思ったのだ。

　まだ午前中ということもあり、パワースポットで有名な神社であったが、混雑はまぬがれた。

　手水場で手と口を清めると、背中がしゃんと伸びる。

　少し歩いてから、舞は拝殿を前にすると五円玉をぽんと投げた。

（どうか次こそは良い出会いがありますように）

　いまの自分は無意識にでも良縁を求めてしまうようだ。

　そして景気よく手をパンパンと叩くと、頭を深く下げて舞は願った。

（どうか、どうか素敵な彼氏ができますように。お願いします！）

　頭を上げて拝殿から去ると、お守りを見て回る。

　もちろん、良縁のお守りを買うためだ。

（もう二度と失恋なんてしたくない。もう絶対に遊ばれたくないもの）

　決意を込めるかのように、巫女さんにお金を渡すとお守りが渡される。

　そっとバッグにしまうと、せっかく来たのだからと神社を散策することに決めた。

　本来はパワースポットで有名な神社なのだから、良縁以外にもご利益がありそうなところをお参りしたい。

　有給を使い、ひとりでここまで来たのだし、旅館のチェックインにはまだ時間がある。

　神聖な神社の中をうろうろしていると気分も晴れそうなものだが、舞の気持ちはどこか沈んでいた。

　大学時代から付き合っていた先輩に浮気という形で裏切られたのだから。

　良縁の神社にすがってしまうくらい、気持ちはズタズタだった。

　でも、こういうところには必ずカップルがいる。

　もちろん、いないところもあるかもしれないが、イチャイチャしたカップルを直視できるほど、舞の気持ちは回復していなかった。

　大好きな人と手をつなぎ、肩を寄せ合うように歩くことは、つい最近まで舞だってやっていたことなのだから。

　ぼんやりと歩いていると、不意に肩がぶつかった。

「すみません」

　舞が謝ると、長身の男性も「失礼」と頭を下げる。

　そのまま会釈して去ろうとすると、男性は心配そうに舞のことを呼び止めた。

「ぼんやりと歩いていると、このあと団体旅行客が来ますよ。巻き込まれないよう気をつけたほうがいい」

「あ……はい。ありがとうごさいます」

　滑らかな低温が耳に心地よい。

　不意に顔を上げて見るが、すでに男性は去ってしまっていて、後ろ姿しか見えなかった。

　細身のスーツを着た長身の男性の手には紙袋が提げられており、中から熊手がちらりと覗いている。

（どこかの会社の人……？　ここ、縁起がいいからかな）

　気づけば舞は男性が参道を歩いていく姿を目で追っていた。

　歩き方もスマートだし、後ろ姿だけ見ていても他人とは違う雰囲気を感じる。

　これが縁ならいいのにと思いつつ、この場だけの出会いだろうと、舞は元来た道を戻りはじめた。

　少し先に目をやると、先程の男性が言っていたとおり、団体旅行客がいる。年配女性たちが談笑しながら横一列に広がり、参道を占拠してしまっていた。

　ぼんやりと歩いていたら、見事にぶつかっていただろう。

　声をかけてもらって助かったと思いつつも、あの素敵な男性にはもう会えないのかと残念に思いながら神社をあとにした。

　タクシーを呼び、手頃な観光スポットに向かってもらうことにする。

　他のところにはなにがあるか、どこに行けばいいのかくらいは考えておけばよかったが、ひとり旅を思いついたときには、そんな余裕はなかった。

　タクシーの中で良縁のお守りをバッグに付けてしまうと、自分が改めて傷心旅行をしているのだなと実感する。

　タクシーの運転手さんに言われるがまま、日光近辺の観光スポットを片っ端から回った。

　もう結婚のための貯金なんて関係ないのだし、次にいつ恋ができるのかだってわからないのだから、ここは遊ばなければとお土産を買い込み、おいしい料理を食べた。

　タクシーもずっと捕まえておいて、自分を完全に甘やかす。

　旅館に着いた頃には、失恋旅行ではあるけれどどこか充実した気持ちに満ちていた。

　でも、心の隅では、元彼の夏なつ樹きの笑顔と言葉が苦々しく引っかかる。

　フロントでチェックインして部屋に案内されると、和室にぽつんとひとりにされて急に寂しくなり、テレビを付けたりスマホをいじったりしてみた。

　不意に思い出しはじめる、元彼の夏樹の最後の言葉に、胸が痛んだ。

『他に好きな奴できた。舞は手頃だったから。もう十分だろ』

　あっけらかんと言われたことに、腹立たしい気持ちを思わず忘れてしまったほどだ。

　今こうしてひとりになったとしても、怒りは沸いてこない。

　それよりも、呆れてしまったり、自分がそんな人間を見抜けずに結婚したいとまで思っていたことが、情けなかった。

　夏樹は一年先輩で、人懐っこい性格と甘いルックスのせいで女子受けも良かった。

　舞のひとめぼれで、一年片思いしたあとに告白したら付き合ってくれることになったのだ。

　優越感も多少なりともあったが、夏樹が他の女子を好きにならないか心配で仕方がない日々でもあった。

　好かれようとファッションもメイクも努力したし、流行っていることはなんでもやってみた。

　でも、どこかでそんな自分に疲れていたのも事実だ。

　夏樹にふさわしい彼女でいたいために、バイト代は全部服やネイルなど見た目を整えるために使い果たした。

　夏樹と初めて身体を重ねたのは、付き合ってから三ヶ月後。

　就活中でスーツ姿の夏樹と一緒に花火を見た帰りだった。

　三ヶ月は経っていたから、舞にも気持ちの整理はついていたが痛いだけであまり良い思い出ではなく終わった。

　しかも、キスもろくにせずに挿入されたのは、舞にとっては驚きと戸惑いだった。

　その後、夏樹と身体を重ねることはあったが、気持ちいいと感じたことはなく、感じているフリをするので精一杯だった。

　しかも、激安なラブホや夏樹の部屋ばかりで、ホテルでは薄い壁の向こうから毎回声が聞こえてくる。

　舞が就職したら、一度くらいはデートで良いホテルに連れて行ってくれるだろうと期待していたのだが――。

（かわいい子が常に周りにいるのはわかっていたから、仕方ないわ）

　夏樹に言い寄る女子は多かったし、社会人になってもそれは変わらなかったのだろう。

　社会人になったら、結婚も視野に入れて付き合ってくれると期待したのだが、その逆を言われてしまった。

　そして、今日の傷心旅行に至る。

　バッグを引き寄せて、付けたお守りをそっと手で撫でてみる。

（素敵な人と出会わせてください）

　夏樹みたいな人は二度と嫌だ。

　思い起こせば、夏樹とのデートはいつも突然だったし、割り勘は当たり前。

　プレゼントももらったことがなかったし、欲しいとも言えずにいた。

　やっともらったプレゼントは、ＵＦＯキャッチャーの人形だ。

　つまり、夏樹は舞を本気で好きではなく、お飾り程度にしか思っていなかったのかもしれない。

　社会人になって、お金も自由になったことで夏樹は羽を伸ばしはじめて、舞が彼女でなくてもよくなったのだろう。

（手頃って言われたし。次に付き合ってる人が本命かもわからないし）

　思い出すのはやめようと思い、舞は浴衣に着替えて、温泉に向かった。

　源泉から引いてきているという露天風呂。

　フロントで効能は美肌と聞いて、浸からないわけにはいかないと思った。

　造りは古い木造だが、レトロな雰囲気の浴室に入るとさっそく服を脱ぎはじめる。

　脱いだ服をかごに放り込み、引き戸を開けると湯気が立ちこめて回りが見えない。

　食事前に一回入るだけだと、身体を洗い湯船に浸かる。

　この至福のひとときに思わず顔もにやけてしまう。

　あとから集団で年配の女性も入ってきて、舞はだんだん自分がひとりでいることが寂しくなってきた。

（せめて友達と来ればよかったかな）

　熱い湯に浸かりながら、舞はそんなことを考えつつ、夏樹の最後の言葉に心を乱されていた。






　◇◇◇






　翌朝。

　慣れない硬い枕のせいか、早朝に目が覚めた。再び寝つくことができず、諦めてぼんやりと起き上がる。

　外を眺めるとまだ薄暗いが、朝日は昇ってきている。

　眠い目を擦りながら、美肌の湯でも入ろうと決めると、乱れた浴衣を直してタオルを持って大浴場へ向かった。

　まだ朝早いせいか、すれ違う人はいない。

　昨日入った大浴場に到着すると、木造のレトロな雰囲気がある脱衣所に出迎えられて、二度目にも関わらず胸を高鳴らせる。

　今日は昨日とは違い、ひとりで温泉を独占できそうだ。

　浴衣を脱いでかごに放り込むと、さっさと身体を洗い湯船に浸かった。

　一瞬足がしびれるような熱さに驚きつつ、身体を伸ばしてみたり、湯で肌を撫でてみたりする。

（熱めってとこがまたいいわぁ）

　源泉というだけあり、アパートの湯とは違う湯の熱を感じると、しばらくは入っていたい気分になってくる。

（せっかくなんだから、のんびり浸かってそれから帰ろう）

　思いきり伸びをしてから深呼吸をし、ぼんやりと浸かる。

　が、なにかを忘れているような気がするのだ。

　なんだろうと思いつつ、もう少しいようと肩まで深く浸かろうとしたときだった。

　脱衣所に人影が見えたのだ。

　また昨日のおばさんたちかと思い、残念に思いつつも舞は湯船から立ち上がった。

　大きな浴槽にひとりで浸かるから気持ちいいのだ。

　見知らぬおばさんたちにもその気分を味わせてあげたい。

（帰る前にもう一度入っていこう）

　身体を拭きつつも、湯が熱くて少し疲れてしまったようだ。

　タオルを手に持ち引き戸を開けた瞬間、目に飛び込んできたのは予想とは違い、男性だった。
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　舞が突然裸で現れたので、相手も目を丸くしてその場に固まっている。

「あ……」

　言葉が出なくてお互いに突っ立っていると、男性は視線をすぐにそらして冷静に言った。

「早くタオルを身体に巻いて隠してくれ」

「わっ……。すみません。あれ……うそ、でもどうして？」

「朝は男湯と女湯が入れ替わるの、聞いてないのか？」

「あ！」

　なにか忘れていると思ったのはそれかと合点がいったが、今はそれどころではない。

　すぐに身体を隠さないといけないと、ロッカーまで早歩きで向かい、とりあえず応急処置としてバスタオルを身体に巻く。

　背を向けたままでなにも言うこともできずに黙り込んでしまうが、男性が浴室に入る様子もない。

（私がいるからだ）

「すぐに着替えますから」

「そうしてくれるとありがたい。俺は背を向けているから問題ない」

「すみません」

　鉢合わせた人が妙なことを考える人じゃなくてよかったと安堵しつつ、まだ問題は解決していないことに気づき、下着に手を伸ばす。

　そのとき、緩まったバスタオルがはらりと落ち、つい後ろを振り返ってしまう。男性が依然として背を向けていることが確認できた。顔を真っ赤にしながら下着を身に付けるとすぐに浴衣を身体に巻いた。

　背を向けているとはいえ、見知らぬ男性の前で着替えるなんて――――。

（……見知らぬ？　本当にそうかしら？　どこかで見たような気もするけど……）

　顔を確認したいが、そんな勇気はない。

　そもそも、ここは日光だ。

　休日ではなく、それも平日に、知り合いとばったり会うなんてありえるだろうか。

「ところで、なんでここに？」

「え？」

　言っていることが聞き取れず、帯を巻きながらとっさに振り向く。

　男性に目をやると、きちんと背を向けて腕組みをしていた。

　態度からして少々不機嫌そうにも見える。

「もう着替えたか」

「はい」

「少し説明しろ。ちょっと間違えれば見知らぬ男に裸を見られてたんだからな。どうせぼんやりしてたんだろ」

（ぼんやり……）

　その言葉がどこか引っかかり、首を傾げるが思い出せない。

　前日はあくせくと日光近辺を観光して、見知らぬ土地でのひとり旅で緊張をしていたせいだろう。

　ただ、男性の艶やかな低音には覚えがあり、なんとか思いだそうとしてみる。

「とにかく、男湯と女湯を間違えて浸かっていた理由を聞かせてみろ」

「でも、これからすぐ朝ご飯の予約ありますから」

「部屋に持ってくるように頼めばいいだろ。ついでに俺の部屋に来て、事情を説明してみたらどうだ？」

「別に……そこまで……」

　ちらりと見上げれば、切れ長の双眸はうっすらと舞を睨み、薄い唇はへの字に曲がっている。

　どうやら、入浴を妨げられたことで少し苛立ち気味のようだ。

「でも……ご迷惑になりますし……」

「うまい日本酒に、朝から舟盛りも食うけど。それでも来ないか」

　思わず喉が鳴って、お腹がきゅるるっと恥ずかしく音を立てた。

　昨夜もおいしい夕食をたくさん食べ、ここの宿の食事が絶品なのは知っている。

　しかし、昨日舞が食べたのは舟盛りではなく、和食のコース料理。

　山の中だというのに刺身がとてもおいしかったが、少なかったのを唯一残念に思っていた。

「腹も減ったんだろう？　俺の部屋に来るのか？　来ないのか？」

「……行き、ます」

　滑らかな低音は、舞のさみしくなった心に滑り込んできて、ついつい甘えたくなってしまう。

　今までは当たり前に感じていた男性の温もりや、恋人だった夏樹への依存。

　この旅行でわかったことは、自分は夏樹のことばかりで周りが見えていなかったということ。

　空虚になった心に、この男性の優しさは卑怯なほど染みわたる。

「だったら、早く行くぞ」

　顔を上げて男性を見れば、苛立ちは消えていて呆れたような笑みを見せてくる。

「お風呂、良かったんですか？」

「ああ。いつでも入れるから」

「そうですか」

　自分がどこか隙をつかれているとは思った。

　でも、少々寝癖はあれど、早朝にも関わらず、男性の髪は綺麗に整えられている。とても変なことを考えそうなタイプには見えなかった。

「ほら、行くぞ。君が男湯にいるところを見られたら面倒だ」

「はい」

　そそくさと浴室をあとにすると、男性のあとを追った。

　まだ朝早いせいか、ロビー前の談話室でおばさんが雑誌を広げてくつろぐだけで、にぎわう様子はない。

　あとを追って歩いていると、エレベーターに乗り込んだ。

　気まずい空気が漂う中、男性がぼそりと言う。

「俺は孝也。君、黒金建設の人間だろう？」

「え、どうして知ってるんですか？　たしかに事務をしてますけど……」

　驚いて、ふと顔を上げ孝也を見つめると、彼は視線をそらして階数表示に目を向けた。

「会社近くで見かけたことがあってね」

「あの、孝也さんは、お仕事なにされてるんですか？」

「……さ、着いたぞ」

　三階でドアが開くと孝也は先を歩いていってしまう。

　どうやらごまかされたようだが、深く考えないようにした。

　後ろから見ると、長身なせいか浴衣姿がよく似合うものの、丈が足りていない。

　スレンダーな身体に少し丈の短い浴衣は、孝也が少々日本人離れした体型だと思わせた。

　しばらく廊下を歩くと、生け花がきれいに飾られた部屋の前で孝也が立ち止まる。

　扉を開けると、部屋は舞のところよりも広く、大きなベッドが置いてあった。ベッドがあるせいか、ホテルのような洋室にも感じられる。

「あ、ベッド」

「布団じゃ眠れないんだ。床に直接寝てる感じが苦手でさ」

「私もここの枕はダメでした」

「まあ、入れ」

　中に通されると、孝也の部屋からは山々がきれいに見えた。

　部屋も物が散乱することなく、男性のひとり旅のわりにきれいに使われていることにも、驚く。

　テレビの前の座布団に正座すると、向かいであぐらをかいて座っている孝也が微笑んできた。

「で？　なにがあった？」

　じろっと見られて、舞は視線を泳がせる。

　初めて会った人に、傷心旅行に来たことを打ち明けるのは勇気が必要だった。

　舞は知らないが、孝也はどうやら舞のことを知っているらしい。もしかしたら彼の言うように会社付近で会うかもしれないし、どこの会社の人かもわからないのに迂闊に言っていいのかもわからない。

「ま、ひとり旅ってことは傷心旅行ってところか？」

　舞は小さく頷いた。

「フラれちゃって……。大学三年生から付き合ってたんですけど。好きな人ができたとか、手頃だったとか言われて立ち直れそうになくて……」

「ふーん。相手が悪かったな。最初から本気で付き合うつもりなんてなかったんだろ。えっと……名前、いいかな」

「小宮舞です」

　そう言うと、一瞬孝也の顔がほころぶ。

　どうしてだろうと思いつつ、互いの自己紹介が終わったわけだし安心でもしたのかと、舞は姿勢を正した。

「小宮さんの他にも付き合ってた人がいたかもしれないし、今のうちに別れてよかったと思えば？」

「それが……できれば……」

「そんなにいい男だったの？　たとえば、身体の相性とか？」

「なっ！　いきなり失礼ですよ……！」

　舞はうつむいて頬を赤らめた。

　はっきり言えば、夏樹との身体の相性はむしろ悪いほうだったかもしれない。

　けれど、他に比べられるほど男性経験があるわけでもないし、自分の身体がおかしいのかもしれないと思うと、相性が良いとか悪いとか、判断ができなかった。

「ま、とりあえず、朝だけど酒だけでも呑む？」

「でも……なにか食べないと。それと、私が予約している分の朝ごはんをキャンセルしなきゃ」

「つまり、お腹が空いているからなにか食べたい、ということだ」

「そういう意味じゃ」

「聞いてみる」

　そう言うと、孝也は立ち上がり電話をかけはじめた。

　どこか居心地が悪く、小さくなっていると、その間にも孝也は酒とつまみを用意させ、舞の朝ごはんのキャンセルをしてくれた。どうやら舟盛りもふたりぶんにしてくれたらしい。

　お礼をしようと思って思いきり頭を下げると、したたかに机に頭をぶつけた。

「まあ、時間はあるし」

「でも、私は今日帰るつもりなので」

「ふーん……そう。会社にもそう伝えてあるの？」

「はい。この時期に有給取れただけでもラッキーですし」

「……」

　孝也は黙り込むと、顎をさすりながら舞の向かいに座り直した。

　なぜ黙るんだろうと思ってじっと顔を見つめていると、切れ長の双眸が舞を見つめ返してきた。

　いきなりだったので胸が思いきり跳ねてしまう。

「彼氏の代わりに、慰めようか？　あと一泊、ふたりで恋人ごっこってことで」

「え……」

　孝也の瞳が色香を帯びているのに気がついた。

　さっきまではただの愚痴に付き合ってくれているだけだと思っていたが、思えば部屋にまで誘ってくるのだからそういう展開が待っていたっておかしくはない。

「私……」

「いま、知らない相手じゃ無理だって思ったろ？　俺と小宮さんはもう知らない関係じゃない。それに、少し待てば酒も来る。一泊して恋人ごっこがそんなに嫌か？　楽しませてやるのに」

「どういう……意味ですか？」

「元彼を忘れるほど、他の男に抱かれればいいだろって意味だ。今帰っても、結局そいつを思い出すだけだぞ」

　痛いところを突かれた気がした。

　傷心旅行と張りきるものの、ひとりでいられることへの気楽さと共に孤独も感じていた。

　夏樹と旅行に行ったらどんなに楽しかったろう、ふたりだけの時間はどれほど甘く過ぎていくだろうと、昨夜は考えてしまったほどだ。

　結局、会社に戻っても溜息が消えるとは思えなかった。

　仕事に没頭していればいいのかもしれないが、ひとりになれば虚しさと苦しさ、夏樹の言い放った言葉が頭の中を占拠するだろう。

「会社のことなら心配するな」

「で、でも！　無断欠勤なんて」

（どういう意味？　孝也さんって何者？）

　焦って言い返すが、舞の気持ちは揺れていた。

　テーブル越しに自分を見つめる孝也の瞳が、じわじわと熱を帯びていくのを感じているというのに、きっぱりと断って逃げることもできない。

「それは、俺がなんとかする」

「どういう……意味ですか？」

「そんなに拒むなら、酒が来てからにするか」

　舞は小さく頷いてしまう。

　お酒を飲んだら孝也も無謀なことを言わなくなるかもしれないと思ったのだ。

　タイミングよくベルが鳴らされて、孝也がすぐにドアに向かった。

　お盆を持って戻ってくると、その上には日本酒と湯豆腐が載っていた。

「あとで舟盛りも来るぞ。まだ時間がかかるみたいだから、とりあえずはこれ」

　丁寧に舞の前に並べられると、舞はどうしたらいいのかわからなくなってしまいうつむいた。

　しかし、そんな舞をよそに孝也は早々に日本酒を飲みはじめる。

「うまいぞ、呑んでみろよ。ほら、豆腐、切ってやる」

　すっと手が伸びてきて、器に載せられた湯豆腐を、丁寧にひとくち程度の大きさに箸で切る。

　長い指先が丁寧に箸を動かすので、思わず見とれてしまった。

「いただきます」

「口に入れてやろうか？」

「そこまでしなくてもっ……けっこうです」

　頬を赤らめつつ、孝也を意識しながら箸を手にした。

　慌てて豆腐を口に運ぶと、熱さではふはふとさせながら咀嚼する。

　いつの間にか舞の気持ちも緩んでいき、気づいたらもうひとくち口に運んでいた。

　まだ見ぬ舟盛りに期待を抱きつつ、お酒を飲む。

　飲み口がすっきりした熱燗に、舞は思わず笑みをこぼしていた。

「おいしい！　私が昨日飲んだお酒より、ずっとすっきりしてます」

「せっかくだから。良いもの食べていけ」

「はい！」

　そうしてすぐに湯豆腐と酒を平らげると、舞の頬は上気して瞳が潤んでいた。

　思ったよりも酒が強かったらしい。

（飲みやすくて、ついつい）

「帰り……ます」

　ふらっと立ち上がると、横から孝也が舞を支えた。

「本当に？」

「だって……」

「元彼を忘れるために来たんだろ？」

　そう言われて、舞の胸はずきんと痛んだ。

　今までは、忘れるどころか胸を抉るようなことを思い出すばかりだった。

　けれど、孝也と一緒だと、おいしいお酒と豆腐のおかげで気が紛れる。

「忘れろよ」

　顎を掬いあげられて、舞は唇をふさがれる。

「……んっ……んっ……」

　自分でも驚くほど甘い声が出て、思わず孝也を押し返そうとしてしまう。

　けれど、ぐっと抱きしめられて腰を引き寄せられる。

　口内に割り入る舌先は、丁寧に歯列をなぞり、舌先を絡め取られてしまう。

　甘く鼻にかかった声がまた漏れてしまい、舞はぎゅっと目をつむった。

「だ……め……」

「良いも悪いもあるか。元彼、忘れたくないのか？」

「そうだけど……」

「これは大人の付き合いだ」

　そう言われて、舞はぞくりとするほどの甘美な誘惑を感じてしまった。

　一晩だけ、一泊だけの身体の関係。

　それを孝也は求めている。

　そして、舞も孝也を払いのけるほど嫌ではないことに、じわじわと気づきはじめてしまう。

　舌先が絡み合うと、淫靡な吐息が思わず漏れて、舞の羞恥心が煽られる。

　浴衣の紐に手がかかると、手際よくぱらっとほどかれてしまい、胸元がはだけてしまう。

　下着を身につけてはいるものの、会ったばかりの男性に一度ならず二度までも裸を見せていいものかと、困惑して身体を隠した。

「見せてみろ」

　孝也はキスを中断して身体を隠す舞の手を払いのけると、艶やかな瞳で舞を見下ろしうっすらと笑みを向けてきた。

「こんなの……」

　火照る顔や身体を隠しながら、舞は上目で軽く睨んだ。

　けれど、すっと浴衣に手がかかると、ふわっと脱がされてしまう。

「きれいな身体だ。一晩だけ、なんてもったいないな」

　孝也の甘い低音にどくんと胸を鳴らしつつ、下着姿にされてしまったことに困惑して声も出なくなる。

　ふわりと身体が浮いたと思うと、孝也に抱き上げられていた。

　すぐ隣のベッドまで運ばれると、スプリングのきいたベッドに下ろされる。

　ほっとしたのも束の間、孝也はうなじや首筋にキスの雨を降らせはじめた。

「や……待って……」

「待てない。待ってたら逃げたくなるだろ。小宮さんが」

　つーっと首筋を舌先が這うと、たまらずに小さな声をあげてしまう。

　夏樹では感じたことのない快感に困惑し、怯えすら感じていた。

　まるでまだ処女同然のようで、いちいち孝也のすることに切ない吐息を漏らしてしまう。

　耐えなくてはと、唇を噛むのが精一杯だ。

　舌先がそのまま柔らかい丘まで伝うと、そっと下着がずらされる。

　あらわになった先端はすでに尖り、丁寧に転がされて舐められる。

「んっ……んっ……んっ……」

「声。出したほうが気持ちいいぞ？　それとも、好きでもない男の前じゃ嫌？」

「だって……ふぁ……あぁ！　っやぁ！」

　急に舐められて、思わず腰が跳ねた。

「キスだけでもう尖ってるな。感じやすいタイプ？」

　舞はふるふると頭を振って否定したが、自分が感じやすいタイプかどうかなんてわからない。夏樹の前では感じているふりをしていたし、気持ちいいと思ったこともない。

　こうして丁寧に乳房を舐められることもなかった。

　キスだって、触れるだけで終わりだし、裸になった途端に夏樹の熱を挿入させられていたのだ。

　気持ちいいのはどういうことか、なんて想像もしたことがない。

　今この場で舞にできることは、切ない吐息を漏らすだけだった。

「胸、思ったよりも大きいね。柔らかい」

「そんなこと……い、言わなくてもっ」

「言われると意識するだろ。それとも、元彼はこのふわふわの胸を堪能したことがなかったのかな？」

　くくっと笑う孝也は満足げな笑みを浮かべながら、右胸をペロリと舐め、同時に左胸もやわやわと揉みはじめる。

「やっ……あぁ！」

「かわいい声」

「ちが……」

　潤んだ瞳で孝也を見つめながら、次第に自分の身体が制御不能になりつつあるのを感じていた。

　下肢はじんと潤み、下着を濡らしはじめている。

　孝也の浴衣がはだけて、端整な胸板がちらりと見えるとどくんとまた胸が跳ねる。

　引き締まった身体は、夏樹とは違う。

　夏樹はおしゃれではあったが、すこしだけお腹がたるんでいた。

　自分を今組み敷いている男がこんなにも完璧かと思うと、一晩だけの相手には申し訳ないようにも思える。

　けれど、恋を忘れるには充分すぎるとも思えてきて、次第に舞の気持ちもふわふわとしてきた。

　孝也も浴衣の帯をほどいて投げ捨てると、身体がすべて視界に入る。

「そんなに見るな。それとも、早く欲しいのか？」

「そういうわけじゃ！　やっ……あっ……！」

「ここもトロトロだ。」

　いつの間にか下着の隙間から蜜壺に指が入り込み、ゆっくりと秘丘を撫でられるとたまらずに腰を引いてしまう。

　下着が邪魔だとばかりにはぎ取られ、指先がゆっくりと抜き差しを始めた。

　男性特有のふしばった指が、ぬっぷりと隘路を往復する。

「あっ……あぁ！　そこ……やぁ！」

「ここか？　まだ入れたばっかりで、もうイキそうか？」

「ち……ちがっ！」

　思いもよらぬ言葉を聞かされて、舞は目をきゅっとつむった。

　自分がイク――つまり果てるなど今まで経験したこともない。

　夏樹が果てるのをただ待つばかりだったし、それが当たり前だと思っていた。

　イクという状況がひどく卑猥な予感がして、イヤイヤと首を振る。

　しかし内壁を擦られてたまらずに嬌声をあげてしまうと、孝也はさらに抽送を速める。

　たまらずに甘い声があがり、背をのけぞらせると、今度は思いきり中を掻き混ぜられてしまう。

「あっ！　……もう……やぁ！」

「肉壁が指に絡みついてくる。そろそろか？」

「ち、ちが……あっ……あっ……あぁ！」

　背筋をぞくぞくとしたものが走り、一気に目の前が真っ白になった。

　身体は弓なりにのけぞり、足がガクガクと震えてしまう。

　蜜がとろりと下肢を伝い、溢れて止まらない。

（これ……なに……私、どうなっちゃったの？）

　自分の身体がわからない状態で痴態をさらしたことにじわじわと羞恥心が押し寄せてくる。

「私……こんな……つもりなくて」

「気持ちいいとなんでも忘れるだろ？　元彼のことだって」

　不意に言われて、はっとした。

　あんなに頭から離れなかった夏樹のことがすっぽり頭から抜け落ちていた。

　いや、忘れていたというよりは、孝也と比較して夏樹のいない今の状況を受け入れているのかもしれない。

　夏樹が与えてくれなかったものを、孝也はくれるのだから。

「忘れる……。お願い、忘れさせて？」

　自分でも思ってもみないくらい甘えた言葉が出てきて驚く。

　孝也が誰かもわからないのに、貪欲に求めてしまっている自分がいる。

「一日かけて、じっくり忘れさせてやる。また欲しくなっても知らないからな」

「もう、こうやって会うこともないもの」

　舞がそう自虐的に言うと、孝也はうっすらと笑みを見せる。

　そして着ていた浴衣、さらには下着まで脱ぐと、猛る男根が赤黒くそそり立っているのが見えた。

　孝也の美貌とは一転して、そこはグロテスクな印象だがなぜか嫌な感じはない。

　夏樹のときは嫌悪しかなかったというのに。

「悪い。こんなことあるなんて思わなかったから……その……ゴムなしでいいかな。ちゃんと加減して外に出すから」

「あ……」

　舞の返事を待たずに孝也はゆっくりと男根をあてがうと腰を沈めていく。

　蜜で潤んだそこにぬっぷりと入ると、今までに感じたことのない快楽の波に飲まれそうになる。

　熱がダイレクトに伝わり、腹の中でひくひくとなにか固いものがうごめくのを感じる。

　ゆっくりと最奥を目指すと、次第に肌と肌が触れるほどに身体が密着した。

　頭を撫でられて、キスを額に落とされる。

「もしものとき、責任は取るから」

「お互いの名前しか知らないのに？」

「そうでもない」

「……？」

　言っている意味がわからないでいると、ゆっくりとした抜き差しに始まり、次第に速まっていく動きに舞は余裕をなくしてしまった。

　穿たれたところにじわりと熱が広がり、蜜が溢れて止まらない。

　下肢に蜜が伝わり、シーツを汚すばかりだ。

　開脚した足を孝也が抱え、ゆっくりと最奥を突く。

「あっ！　んっ！　……孝也さっ！」

「締まる……な」

「だめ……そんなに……しないで」

「またイキそうか？」

　恥ずかしいことを言われて、舞は顔を覆った。

　違うと首を振るが、ぞくぞくしたものが背を走り出して、足は震えて止まらない。

　さっき果てたばかりなせいだろうと自分では納得するのだが、それを孝也に伝えるのは恥ずかしすぎる。

　ずんずんと突かれてしまうと、隘路がぎゅっと締まる。

　無意識のうちに猛りをきつく咥え込むと、孝也も切ない声をあげた。

「小宮さ……締め……すぎ」

「ごめ……んなさい」

「気持ちいいんだろ？　……だったら、もっとしてやる」

「っやぁ！」

　ずんと突かれてしまうと、舞の頭の中がくらくらとしてきて酔ってしまったような錯覚に陥る。

　淫靡な吐息を吐きながら身体を揺さぶられると、次第に力が入らなくなってきて、なにも考えられなくなった。

（これ……なに……）

　初めて感じる快感に酔いしれながら、舞はシーツをぎゅっと握った。

　堪えきれない快楽は次第に思考を鈍くさせ、甘く切ない声だけがあがる。

「孝也さっ……！」

　膨れ上がる熱が腹の中で暴走しはじめて、舞は一瞬戸惑った。

　しかし、次の瞬間、男根が引き抜かれてシーツの上に白濁が飛散する。

「あっ……」

　孝也のこぼす甘い声を聞きながら、舞は朦もう朧ろうとしながら孝也の頭を撫でた。

　すると、孝也の瞳が意地わるく光る。

「舟盛りが来たら、次は君を女体盛りにしてやろうか」

「っ！　なに考えてるのっ」

「男のロマンだろ？　いろいろ忘れたいんなら、俺の希望も叶えてくれよ」

「それとこれとは別っ」

　ほんわかした幸せに包まれながらも、孝也に抱かれるのは今日だけかと思うと少し寂しい思いにもなる。

　横で脱力して寝そべる男の裸体は、まるで彫刻のようにきれいだが、それも今日で見納めだ。

　最初からわかっていたことだが、孝也とは一日限りの関係で、もうこうやって肌を重ねることがないことにどこか寂しい気持ちになる。だが、彼のおかげで旅行が一泊延びたことに正直なところ喜びも感じていた。

「シャワー借りますね」

「どうぞ」

　裸の上に浴衣を羽織ると、そのままバスルームに向かう。

　もう二度と会うこともない相手かと思うと、女体盛りくらいしたっていいのかもしれない。

　夏樹からされなかったことをするのも悪くないのかもしれない。そんな思いを抱きながら、舞はシャワーを浴びて出てくると、孝也がいたずらな笑みを浮かべて言った。

「女体盛り、するつもりになったか？」

「だめですっ。ありえません！」

「写真も撮らないし、俺の心の隅にとどめておくのに？」

「絶対に嫌です」

「仕方ない。それなら……。出かけたいところはあるか？」

「いえ、昨日さんざん観光したので、温泉に入りたいです」

　舞がそう言うと、孝也は口角をうっすらと上げた。

「だったら、貸切露天風呂で抱いてやる。そのあと、ここで何度でも」

「……っ！　で、でも」

「忘れたいんだろ？　そもそも、元カレ相手に満足していたとは思えないが」

　なにも言えなくなって、舞はしぶしぶ頷いてしまう。

　貸切露天風呂ですることも、一日中抱かれることも、ひそかに舞が憧れていたことではあった。

　夏樹はたしかに舞の恋人ではあったが、よく他の女の子とも遊びに行っていた。そんな夏樹を独占したいという気持ちが膨らんだとき、いつもひとりで妄想していたのだ。

　でも、夏樹はそんなこと一度もしてくれなかった。

　お金のかかることは絶対にしなかったことにいまさらながら気が付いてしまい、急に夏樹への熱が冷めていく。

　孝也と喋っている間に、舟盛りが到着し、部屋に運ばれてきた。

　とうとう孝也の野望は満たされることはなかったが、部屋で食べるさまざな刺身に舌鼓を打ち、舞の気持ちは舞い上がる。

　刺身だけでなく、山菜を使った漬物で食べるご飯もおいしいし、味噌汁も出汁がきいている。

　ひとりで食べていたときに感じていた孤独感はなく、孝也が真正面に座って黙々と食べていることさえも嬉しかった。

　育ちが良いのか、箸の持ち方も丁寧だし、食べ方も汚くはない。

　すべてが完璧な彼との、一日だけの身体の付き合いもいいのかもしれないと思いつつも、有給を延長することには若干気が引けた。

「会社のことなら心配するな。」

「でも……」

「大丈夫だ」

　根拠があるのかないのかはわからないが、悠々と言ってのけるそのさまを、どこかうっとりと見つめてしまう。

　失恋の痛手もあってか、孝也の強引さと甘い言葉にずるずると引きずられそうになる。

　その後、貸切露天風呂でのエッチも、部屋でのエッチも、すべて孝也は優しくリードしてくれて、一日中ふたりで抱き合った。
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「いたっ！」

　甘い傷心旅行から帰ってきて、現実に引き戻されたのは会社へと向かう満員電車の中だった。

　孝也の顔や姿を思い出してはひとり胸をときめかせていたときに、車体が揺れて前にいる女の人のヒールが舞の足を踏みつけたのだ。淫らなことを考えていたからバチがあたったのだろうか。

　彼に会った場所は、会社がある東京から離れた場所である日光。

　しかも一日だけの身体の関係を持ち、だからこそでもあるのだが、激しく求めあった。

　舞自身が知らない部分も知られ、自分でも快楽の花が開花していくのがわかったほどだ。

　もう一度会いたいと思う反面、もう会わなくてもいいのかもしれないと思うほどに、自分の痴態を晒した相手でもある。

　貸切露天風呂では何度も果て、ベッドの上でもさまざまな体位を経験した。

　すべてが成り行き任せで、会わないで済むならそのほうが良いと思えるような気もする。

　気持ちの整理がつかないまま、ぎゅう詰めの満員電車に揺られ、ようやく仕事モードになってきた。

（おみやげ買ったから、まずはそれを配って）

　電車に揺られながら、夏樹に振られたときに慰めてくれた社内のメンバーの顔を思い起こす。

　まだ入社半年で、おみやげ程度で良しとされるかはわからないが、気休めでも買わないよりはましだ。

　電車がオフィスビル街のある駅に着くと、舞もそこで降りて黒金建設に向かう。

　大手企業が入る巨大ビルのワンフロアに、黒金建設がある。

　人の波に紛れながら、ビルに入るとエレベーター待ちの人に圧倒された。

（ああ。日光は人が少なくて、空気が綺麗で良かったのに……）

　エレベーターの前で順番待ちをしていると、先に来た隣のエレベーターに乗り込む長身の男性が孝也に見えた気がした。

　細身のグレーのスーツと長身、撫でつけられた黒髪。切れ長の双眸と高い鼻梁。

　一瞬だったせいか、舞もそれが孝也かどうかはわからなかった。

（気にしすぎだわ）

　夏樹を忘れさせてくれたのは事実だ。

　でもその方法は、甘く激しく抱き合うこと。

　こうして真面目に働くＯＬに戻ると、あまりの恥ずかしい思い出に忘れたいことがまた増えたような気もする。

　孝也がもしもいたら……なんて考えてはいけないと頭から追い出した。

　エレベーターに乗り込むと、またもぎゅう詰めになってしまう。

　そしてオフィスのある十二階で降りると、思いきり息を吐いてから、入り口に向かって歩いた。

　社員証を入り口でかざしてドアを開けて入ると、自分のデスクに向かう。

　事務はフロアでも隅に配置され、フロアの奥を目指して歩くと舞のデスクには人だかりができていた。

　何事かと近づくと、直属の先輩、石いし沼ぬまが驚いた顔をして振り向いた。

　彼女が仕事を教えてくれ、有給も取ってかまわないと背中を押してくれたのだ。

　頼りになる女性だ。しかし、いつも冷静なために、彼女が慌てている素振りは見たことがない。

「おはよう。小宮さん。これ」

　いきなり見せられた紙は、人事異動と書いてある。

　首を傾げて内容を読むと、「小宮舞に秘書課への異動を命ずる」とある。

「えっ……どうして？」

「わからないわ」

「だって、私入社したてだし。まだ事務の仕事だって石沼さんに教えてもらっている状況なのに」

「そうよね。秘書課といえば女性の花形だから、新人がそうそうできる仕事でもないわ。人事はなにを考えているのかしら」

　石沼も首を傾げている。

　自分のデスク周りの人だかりの理由が人事異動だと分かり、一気に夢のような旅行の気分は失せてしまう。

　もしかしたら、有給を無駄に使ったのがばれて、人事の嫌がらせを受けているのかもしれない。

　そんなことすら考えてしまった。

　頭を抱えていると、石沼からぽんと肩を叩かれた。

「とにかく、秘書課に挨拶に行きましょう。荷物をまとめるのはそのあとに、ね？」

「……はい」

　事務仕事にもやっと慣れてきたばかりだというのに、急に秘書なんて務まるわけがないと落ち込んでしまう。

　石沼ともうまくやれていたし、事務の仕事も好きだった。

　あまりの出来事に頭が追いつかないが、石沼が挨拶に向かうと先を歩いたのであとを追う。

　秘書課は社長室の隣にあり、社長と副社長ふたりについていた。

　秘書の補佐として働く者もいるが、今回は補佐ではなく『秘書』を命じられている。

　補佐ならなんとかなったかもしれないのに、深い溜息を吐いた。

　秘書課の部屋をノックすると、室長の宮みや田たが現れた。

　タイトスカートにジャケットと、身なりもきちんとしていて化粧も事務の石沼よりもきちんとして見える。化粧っ気のない石沼に対し、。目鼻立ちもくっきりしていて、見栄えがする女性だ。

　舞は萎縮して石沼の陰に隠れた。

「ここにいる小宮が本日付けでこちらに配属されるので、挨拶に来ました」

「そうみたいね。私たちもいきなりで驚いているの。社長が決めたそうなんだけど」

「社長が？」

　石沼がもっと意味が分からないと、宮田を見つめる。

　けれど宮田も知らない、意味がわからないと首を振った。

「小宮さん。いきなり仕事をお願いするつもりはないわ。今日はデスクの移動と、挨拶。それから、ちょっと資料に目を通して」

「分かりました」

「それから、今から社長に挨拶に行ってくれるかしら。用があるそうよ」

「え……私に？」

　宮田は知らないかと見つめてくるが、検討もつかずにうつむいた。

「一体なにかしら」

　宮田はそう呟くと、舞を部屋に通した。

　石沼が去っていくと、途端にか細い思いになる。

　秘書たちからじろじろと見られながら、社長室に向かう。

　美人揃いの秘書が、舞をじっとりと鋭い目つきで見てくるものだから怖くて仕方がない。

（ここでやっていく自信ない……）

　自分が美人だと思ったこともないせいか、仕事もできて美人という人間に囲まれた途端に萎縮してしまう。

　それでなくても、まだ入社したてで会社のこともよく分かっていないというのに。

　部屋をノックすると、「どうぞ」と甘い低音が聞こえてきた。どこかで聞いた声だとふと脳裏によぎったが、そのまま「失礼いたします」と言って部屋に足を踏み入れる。

　正面に目をやるとデスクチェアにもたれたひとりの男性が、舞を見据えていた。

「やあ。小宮さん」

「……っ！」

　息が詰まるような思いとはまさにこのことだと思う。

　目の前に、一日中抱き合っていた相手である孝也がいるのだから。

　宮田もふたりの関係が気になるのだろう、どこか不思議そうな顔でふたりの顔を交互に見比べていた。

「宮田さん、ちょっと下がってくれ。小宮さんと話があるから」

「かしこまりました」

　一礼して下がると、宮田はさっさと部屋から出て行く。

「心配ない。宮田さんは優秀な秘書だから。……で、本題だが、失恋の傷は癒えたかな」

「……」

　そういう話を今するのかと問い詰めたいが、孝也が社長として現れたせいでなにも言えなくなった。

　自分の痴態、あられもない甘い声を散々聞かせたと思うと、次第に頬が赤く染まってゆく。

　まともに見ることもできずにうつむくと、孝也がぎっという音をたてて立ち上がり思わず身構えてしまった。

　孝也はデスクに腰掛けるように立つと、小さな溜息を吐いた。

「あんなに抱き合ったのに、他人みたいな態度を取るなよ」

「あれは、あれ。これはこれ……です」

「相性いいのかもな。小宮さんとは、いろいろと」

「違いますっ！　私は疲れていたし、あなたに抱かれたのも元彼を忘れたかったからだし、それがなければあんなことには……！」

　必死の言い訳も、どこかむなしく響く。

　孝也にはすべてを見せてしまっているのだ。

　たとえどんな理由だろうと、いまさら言い訳じみて聞こえているだろう。

　それに、朝電車に乗っているときまで舞も孝也を思って胸を鳴らせていたのは事実だ。

「初めて会ったときから、君だって気が付いてたんだよ。本当は」

　その言葉に顔が思わず上がる。

　どうして自分のことを？　という言葉が出ない代わりに頬が紅潮して身体が固まってしまう。

「あの日会社のために神社に行って、諸々用事を済ませてきたんだ。熊手だのご祈祷だの、いろいろ目的があってね。会社を支える社長自身が行かないとご利益がない気がしていつも自分で行くんだ。でも、たまたま神社で遭遇したうえに、まさか旅館まで一緒だとは思わなかったけど」

「神社……。ぼんやり……!!　あのとき注意してくれた人って孝也さんだったの!?」

「ようやく気づいたか」

　しれっとした顔の孝也が、髪をかき上げながら舞を見据えてくる。

　ようやく合点がいった気分だったが、今回、秘書課に人事異動になったことと、傷心旅行との接点はいまだ全く見えてこない。

　そもそも、舞のことを以前から知っているかのような口ぶりであることさえ問いただしたいほどなのだ。

　それなのに、孝也は説明どころか旅行の思い出話をするばかり。

「どうして私を秘書に。まだ新人ですし、事務の仕事だって慣れていません」

「旅行での縁、それじゃダメかな。相性だって抜群だろ？」

「相性？」

　とっさに意味が分からずに首を傾げると孝也の口角がうっすらとあがる。

「身体の」

「う、う、嘘です。そんなわけありません！」

「俺を思い出すと、もうひとりじゃ眠れないだろ？　それとも、また元彼を思い出してるのか？」

「それはありえませんけど」

（むしろ、孝也さんを思い出すくらいだけれど……！）

　そんなことはとうてい言えず、目を伏せた。

　強引だが甘く蕩けるように抱かれたのは初めてで、しばらくは忘れられそうにないと思っていたのだ。

　それなのに、本人が現れてそばで仕事をしろだのと言われたら――――。

　胸がとくんと鳴りはじめてしまう。

　孝也の甘い低音と意地悪な言葉が、脳裏に焼きつけられたようでまた思い出してしまう。

『ここ、感じるところだろ？』

　思わず甘い言葉が頭をよぎってしまい、いてもたってもいられない。

「私はなにをすればよろしいのでしょうか？」

　気持ちを切り替えるためにも仕事の話をしようと孝也を見れば、にんまりと笑みを浮かべている。

「忘れられないだろ、傷心旅行」

「違いますっ！　秘書課への異動が急だったので、戸惑っているんです。そもそも、どうして私なんかを」

「仕事ぶりは前から聞いている。まだ新人だから石沼の指示のもとで働いているようだが、きちんとした応対ができていて、電話やお茶くみもそつなくこなすと聞いた。最近はそういったこともできない人間が増えているから珍しいな」

　顎をさすりながら、デスクにもたれる孝也はどこか偉そうにも見える。

　社長なのだから仕方ないが、旅行中の孝也とは少し印象が違うように思えて距離を感じる。

「バイトで接客をしていたものですから」

「ふーん。なるほど。やっぱり君は秘書に適任だな」

「え……」

　しかし、孝也はにんまりと笑みをたたえるだけだ。

「宮田さんと一緒に、俺の秘書。社長命令だ」

「でもっ！　それじゃ……」

（いろいろと波風が立たない？）

　秘書課の美女たちを思い出して、そんなことが頭によぎる。

　突然現れた舞を歓迎しているとは思えなかったし、事務で働いていた新人だ。

　表面上では優しくしてくれてはいるが、お荷物が来たと思われているだろう。

「ま、頑張ってくれ。どうしたんだ？　その表情。今ここでしたい、とか？」

「もう！　からかわないでください……！　秘書……やらせていただきます。かりにも、社長命令ですし」

「では、宮田さんを呼ぼう」

　内線で宮田が呼ばれる。そうして、やってきた彼女は、舞が社長付きの秘書になったと聞いて目を見開いた。

　孝也はそれを見ても動じることなく、淡々と「よろしく」と告げるだけ。

「いいかな。人材としては申し分ないと思うけど」

「……失礼ですが、小宮さんとお知り合いなのでしょうか？」

　厳しいまなざしとともに質問が飛んだ。

　宮田にとっても、舞が突然社長付きの秘書になるなんて考えられないことなのだろう。

　少なくとも、なにか理由がなければ納得いかないと考えるのが普通だ。

「知り合い……といえば知り合いだけれど。秘書課にも新しい子を時には入れたいだろ」

「ですが……。社長付きの秘書になりたい一心で皆も熱心に仕事をしております。そんな中、突然他部署からの異動で、それもいきなり社長付きの秘書だなんて……。小宮さんの風当たりが強くなるかと」

「じゃあ、社長の知り合い、ということにしてもらおうか。古くからの友人で仕事もできることを知っている、そういうことにしておこう。いいかな」

「……かしこまりました。こちらも、なんとか口裏は合わせます。小宮さん、あなたもいいわね？」

　突然名前を呼ばれて、舞はびくんと身体を震わせた。

　まだ自分が秘書として働くことが信じられない。

　これはちょっとした嘘か間違いで、すぐにまた事務の仕事をさせてもらえるような気がする。

「小宮さん？　大丈夫？　社長の知り合い、そういうことで秘書課への大抜擢が決まった、そういうことで口裏を合わせます。本意は社長しか分かりませんが、そこまで追及することは私の仕事ではありませんので」

　顔を心配そうに覗き込まれて、舞は慌てて頷いた。

　ちらりと宮田が孝也を見やるが、肝心の彼はデスクチェアにもたれたままくるっと背を向けてしまった。

　舞にとっても、孝也がなぜ自分を秘書にしたのか本心が聞きたいのだが、まるで真相はつかめないまま話は進みそうだ。

「では、宮田さん。よろしく」

「分かりました。小宮さん、行きましょう」

「はい」

　舞は会釈して社長室を出ると、宮田のあとを追った。

　ひとつだけ空いていたデスクがあって、そこが舞の新たな仕事場所になるようで、すぐに引っ越し作業が始まる。

　その日の半日は引っ越し作業、残りの時間は宮田に指示されるまま孝也の一日のスケジュールを見返したりした。明日からは、他にも、会議用の資料作成やお茶くみ、資料整理などを徐々に任されることになる。

　宮田から帰っていいと言われたのは定時だったが、舞は首を振った。

　秘書課のメンバーはちらほらと帰っていたが、着任早々に定時上がりはできそうにない。

　宮田から自己紹介を促されて挨拶をしたが、秘書課のメンバーは気の強そうな女性ばかりで事務の仲間とは全く違った。

　挨拶ひとつにしても、自分の特技をスラスラと言ってみたり、趣味が多彩だったりと、舞を圧倒したのだ。

　それに、見た目も爪の先から髪の毛一本に至るまで、きれいにこだわっている。

　ふと聞いた秘書同士の話も、流行のネイルサロンとカフェについてだった。

　どんな話なんだろうと聞き耳を立てると、彼女たちはいつもかなり高いネイルを施して気分を上げてから、カフェに赴くのだという。

　カフェもオープンテラスのカフェで息抜きするのが良いらしい。

　舞にとっては縁遠い世界だ。

　ネイルは、一度やってみて嬉しくなった思い出があるが、結局維持することが大変なのと、家事の邪魔でやめてしまった。仕事をするときも、石沼の目を気にしてネイルをしていいのか分からず、結局自分で派手じゃない程度のマニキュアを塗っていた。

　彼女たちのすべてに反対するわけじゃないし、オープンテラスのカフェにもたしかに憧れはあるが、落ち着いて食事ができそうにないなと思ってしまう。同じ秘書になったというのに、まるで自分とは違う世界の人間のようだし、なぜか憧れも抱けなかった。

　舞にしてみれば、石沼のほうがはるかに親近感がわいたし、純粋に先輩としても頼れる存在だった。

　宮田も秘書室長として奮闘しているが、少し雑談をした感じだとプライベートはナイトプールに行ったり、カウンターバーで飲んだりと、大人のおしゃれな女性像を見事に作り上げているようだ。

　自分がそうなれるとはとても思えないし、しょせん彼女たちとは仕事だけの付き合いなのかと落ち込んだ。

　舞の席は端っこの入り口付近で、主に秘書課のメンバーのお茶くみ担当。

　社長付きといえども新人ということで、午前十一時と、午後三時にコーヒーを淹れる係だ。

　他にも、一日を通しての社長のコーヒー出し、会議での資料集め、お客様へのお茶出し、資料整理と、できそうなことはすぐにでも任されるようだ。

　一番気がかりなのは電話応対だ。

　秘書課にかかってくる電話は社長宛てのものが多い。

　それを社長につなぐか、後ほどと断るかを即座に判断しないといけない。

　スケジュールの合間を見てつなぐものだから、孝也のスケジュールは常に把握していないといけなかった。

　帰りの電車ではどんよりと気が重く、そして明日から本格的に始まる秘書としての仕事に前向きになることもできずに肩を落とした。

（スーツだってグレーとか黒とか、ぱっとしない色しか持ってないわ）

　仕方ないと、デパートに寄り道し少し華やかなスーツはないかと物色した。

　ベージュのスーツなら平気かと上下セットで買うが、思わぬ出費だ。

　部屋に帰り着くと、ベッドにダイブしてしまう。

　疲れてそのまま眠りに落ちてしまい、夜ご飯を食べるのもお風呂に入るのも忘れてしまうほどだった。

　朝になってメイクしたまま眠ったことを後悔しつつ、慌ててお風呂に入る。

（今日から秘書として働くんだ）

　考えただけで胃が痛い。

　社長付きなだけあって、ミスは許されないし、新人だからという言い訳だって通用しないだろう。

（ああ！　会社に行きたくないっ。孝也さんの馬鹿っ！）

　勝手な人事異動に怒りを覚えつつ、ふわりと蘇る甘美な思い出に頬が染まる。

　しばらくは忘れられそうにない。

　お風呂からあがり、着替えを済ますとメイクはいつもより気合いを入れた。

　といっても、派手にならないようにいつもよりも丁寧に、だ。

　そして昨日買ったベージュのスーツを着て出社すると、ビルの前で石沼に会った。

「あ、石沼さん！　おはようございます」

「ああ。おはよう、小宮さん。どう？」

「いえ、その……大変です」

「噂で聞いたんだけど、小宮さんって社長の知り合いなんだって？」

「……っ！」

　もう広まっているのかと驚いて、目を見開く。

　途中のコンビニで買ったコーヒーが手から滑り落ちそうになった。

　けれど、社長の知り合いということもあながち嘘ではないので、否定ができない。

　旅行先で身体の関係を持ってしまった限り、全くの他人とは言い難いだろう。

（秘書課のメンバーが広めたのね）

「小宮さんは努力家だからきっと大丈夫よ」

「ありがとうごさいます」

　石沼がそう言ってくれると、心から嬉しい気持ちになれる。

　厳しくも優しい先輩だからだろう。

　仕事ぶりを褒められると、頑張ってきて良かったと思えるのだ。

「秘書課に配属されたんだし、ネイルサロンでも行ったら？　行きたいのに我慢してるんでしょ？」

　ふふふとからかうように笑う石沼に、少し膨れつつもこのやりとりが早くも懐かしくなる。

「ネイルはおいおい。その、突然の異動でご迷惑をおかけしていないでしょうか」

「まあ、大事に育ててた新人取られて大変だけど。平気よ」

「すみません」

「人事異動だもの、仕方ないわ」

　それ以上は舞もなにも言えなかった。

　舞が異動することで得する人間などいるのかと首を傾げることばかりだというのに。

　エレベーター前の混雑を見て、石沼は手を振った。

「まだ時間もあるし、私、少しコンビニ寄ってから行くわ。一緒に行く？」

「いえ、このまま行きます」

「そうよね。配属すぐで遅れたりなんかしたら大変。じゃあ」

　手を振りながら去っていく石沼を見ながら、舞の心は沈む。

　これからは宮田に指示を仰ぎながら、秘書の仕事をしなくてはいけないのだから。

　十二階に着いて秘書課を目指すと、さっそく周囲からの視線を浴びてしまう。

　視線を無視しながら秘書課の部屋に入ると、さっそく楽しげな会話が聞こえてきた。

「昨日はネイルサロンのあと、彼とデートしたの」

「ええ、いいなあ。私はご褒美にチョコを買っただけ」

「私はね、ちょっと奮発してピアス買ったの、宝石付きの」

　聞こえてくる会話は、まるで別世界の人間が話しているようで溜息を吐きたくなる。

（こっちは昨日は疲れてそのままベッド一直線だったっていうのに――。）

　デスクに座って、買ってきたコーヒーを飲んでいると、とんとんと肩を叩かれた。

　見れば宮田だった。

「おはようございます」

「おはよう。今日から頑張ってね」

「はい、精一杯がんばります」

　不自然にならない程度に笑みを見せるが、正直なところ笑う余裕はなかった。

　ホワイトのスーツを着た宮田も、すっきりした笑顔を返してくれる

　派手すぎないピアスが、彼女の顔をいっそう輝かせて見せる。

「きれいなスーツ買ってきたわね。似合ってる。見た目も重要だから、ジャケットとかワンピーススーツとか、いくつか買っておいて。丁寧に自分のケアも忘れないようにね」

「分かりました」

（自分のケア……）

　今までなら貯金するはずのお金を美容にかけるのかと思うと、どこか気疲れしてしまう。

　が、秘書になったのだからと気持ちを入れ替える。

「今週末、一緒にナイトプールでもどう？　せっかくだから、気分転換にいいわよ」

「あの……私泳げないので」

「泳がないわよ。プールサイドでお酒飲んで、お話するだけ。プールに入るとしても、ちょっと歩く程度よ。どう？」

「すみません。水着も持ってないし……また今度、誘ってください」

（そんなところ行ったら余計に疲れる……）

　残念そうに去る宮田は、善意で誘ってくれているように見える。

　同じ秘書課に来たのだから、悩みがあるなら聞こうとでもいう感じだろうか。

（でも、悩み相談しに行くのにいちいちナイトプールだなんて……。慣れない空間だから逆にリラックスできなさそう……）

　溜息を吐きたくなるのを我慢しつつ、さっさと社長のコーヒーを用意してしまおうと、給湯室に向かった。

　とうてい、秘書課のメンバーの話には付いていけそうもない。

　コーヒーはドリップパックを利用して淹れると聞いたから、すぐに棚を見て用意する。

　お湯を沸かしはじめると、社長のマグカップがどれだか分からないことに気がついた。

（黒……赤？　……白いのもあるわ）

　棚をごそごそとあさっていると、すっと手が伸びてきて黒いマグカップが取られた。

　振り向けば孝也がいる。

「あ……すみません」

「分からないことは宮田さんに聞けばいいだろ？　それとも、聞きにくいか？」

「そうじゃないんですけど」

　生きてきた人生が違うとか、価値観が違うとか、そういうことを仕事に持ち込むのは嫌だった。

　宮田自身だって、舞のことを気にかけてナイトプールに誘ってくれたのだ。

　悪い人ではないと思う。

　でもその反面で、説明するために仕方なかったとはいえ、社長との関係について一気に社内に広まった原因は宮田にもあるのではとも思えてしまう。

　前よりも仕事がやりにくい、というのが率直な感想だが、孝也に言ったところで理解されるか分からない。

（だって、強引に秘書にしちゃう人だものね）

「ま、いい。黒いマグカップは朝。赤は昼。白は夜。覚えておいてくれ。俺のマグカップは三つあるから」

「え、この三つ全部孝也さんのだったんですか……」

「孝也さんじゃなくて、社長……だろ？」

「……すみません。気をつけます」

　思わず自分から出た言葉に、頬を染めてしまう。

　孝也に抱かれた夜、ふたりは対等だった。

　少なくとも、単なる行き当たりばったりの男女の関係であって、社長と秘書なんてことはない。

　けれど、もはや今となっては孝也の秘書だ。

　社長と呼ばないわけにはいかない。

　シンクに黒いマグカップが置かれると、肩をぽんぽんと叩かれる。

「じゃあ、今日からよろしく。小宮さん。期待してるよ」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　深々と会釈することで、自分と孝也との関係がはっきりと意識させられる。

　お湯も沸いて、ドリップパックをマグカップにセットすると、ゆっくりとお湯を注いだ。

　コーヒーの香ばしい香りがふわりと広がり、ひとときの休息のように感じる。

　このあとの仕事は宮田に聞かなければいけないのだが……。

　ナイトプールだのネイルサロンだのではしゃぐ秘書たちを思うと溜息が出る。

　トレイにコーヒーを載せて社長室に向かうと、ノックをして入った。

「失礼します。コーヒーをお持ちしました」

「ありがとう」

　一瞬、優しく笑みでも返されるかと期待したが、孝也は椅子にもたれたまま、こちらに一瞥もくれず資料を読んでいた。

　思わぬ対応に一瞬戸惑いつつ、デスクにコーヒーを置く。

　ちらりと見れば、真面目な顔をした孝也が眼鏡をかけていた。

（仕事のときは眼鏡なのかしら）

　シルバーフレームの眼鏡から切れ長のうつむきがちな瞳が見える。

　長い睫毛が印象的で、とくとくと胸が鳴りはじめてしまう。

「他になにか用でも？」

「いえ、なにもありません。失礼します」

　旅行中に顔をまじまじと見ることはなかったが、あらためて見た孝也の顔はきれいだった。

　色気がある男性というか、歌舞伎の女形の俳優にでもいそうだ。

　女装させたら、それなりに美人になってしまうかもしれない。

　そんなことを考えつつ、社長室を出ると秘書課のメンバーがじろっと舞を見つめてきた。

（なにかまずいことしたかな）

　いそいそと給湯室に逃げてトレイを返却してデスクに戻るが落ち着かない。

　こんなときに石沼がいればと思うのだが。

「小宮さん。今日の社長の予定と副社長の予定を全員でミーティングします。そのあとに、会議の資料を作ってほしいのと、会議室の確保をお願い」

「分かりました」

「それから、会議のお茶くみもね」

「お茶は日本茶でいいでしょうか」

「ええ。特別な指示がなければ、日本茶で平気よ」

　よろしく、と言って去る宮田を見送りながら、舞はまた溜息を吐いてしまった。
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　会議前の資料作りのために、コピー機の前で何部も刷っているとさすがに疲れてくる。

　今日は大手建設会社との取引のための各部署との申し合わせだ。

　最後の詰めなので、社長も出て最終決定にあたる。

　これが決定となれば、大々的に取引を始めることができて会社も活気づくだろう。

　とはいえ、会議には各部署の部長、係長が来て、関係社員も来る。

　これが終わったら、会議室のセッティングだ。

（お茶はセルフじゃダメかしら）

　思わずそう考えてしまうが、真剣な場でそれはダメだなと落胆する。

　資料ができ上がり、すぐにホチキスで留めていった。

　かなりの部数があり、ずっしりと重い。

　会議室のセッティングで、机をひとりでせっせと動かすと次第に汗が噴き出してくる。

　他の秘書にも頼んでいいのかもしれないが、皆、重い物は持ちたくないタイプだと察して、ひとりでやることにした。

　事務をしていたときも、会議室のセッティングははずれくじだったと思う。

　ホワイトボードを前にせっせと机を並べていくと、さすがに疲れた。

（孝也さんが手伝ってくれたらな）

　不意にそんなことを考えてしまうが、社長にそんなことはさせられない。

　今日はこの会議のために資料を読んだり、他社との食事会があったりと、多忙だ。

　たとえ社長室にいても、頼めるわけでもない。

　一息ついて、滲んだ汗をタオルハンカチで拭ったとき。

　会議室の扉が開いた。

「あ、ここにいた。小宮さん」

　その甘い低音に、思わず身を竦ませる。

「探したよ。まさかひとりでセッティングしてるなんてな」

「他の人も忙しいので」

「そうか？」

　含み笑いをする孝也に、どくんと心臓が跳ねた。

　さっきからいちいち胸を鳴らせてしまう自分が恥ずかしいが、突然現れた孝也にどこか嬉しくなってしまうのもたしかだ。

「まだ、慣れないもので。皆さんスカートですし、机の移動をお願いするのは申し訳なくて」

「小宮さんだってスカートだろ？　気を遣いすぎだ。じゃあ分かった、俺が手伝う」

「え。いえっ！　けっこうです」

「気にするな。時間も少し空いてる」

　舞の制止も聞かずに、どんどん机を並べて椅子まで運んでいく。

　腕まくりしたシャツから覗く腕は思いのほかがっしりしていて男らしい。

　見惚れる暇はないと言い聞かせて、舞も椅子を運ぶ。しばらくふたりで黙々と会議室のセッティングを行う時間が続いた。

　孝也のおかげですぐに終わると、舞はほっとして笑顔を見せる。

「ありがとうごさいます。ひとりじゃ、会議前ぎりぎりだったかもしれませんから」

「他の秘書にも頼めよ。俺が偶然いたから良かったものの。そんな俺は昼のコーヒーが飲みたくて小宮さんを探してたんだけどな」

「えっ！　す、すぐにっ」

「いいよ。会議のセッティングがあるだろ？」

　時計を見ると、三十分は時間がある。

　コーヒーを淹れるくらいはなんとかなるだろうし、会議中にお茶を運ぶくらいは許されるだろう。

　ダメなら、それこそ宮田に頼むしかない。

　なにより、コーヒーを淹れてくれというのは社長命令だ。

「すぐに淹れます」

「忙しい時に悪いけど、頼むな。買い忘れてさ」

「いえ」

　すぐに会議室をあとにして給湯室に向かうと、ふっと視線を感じた。

　見れば、給湯室の入り口で孝也がじっと舞を見ている。

　思わず顔を引き攣らせて、赤いマグカップを取る手を止めた。

「な……んでしょうか」

「いや。真面目だな」

「仕事ですし、初日ですから」

「とろとろしてるとか、すっとぼけてるかと思ったんだが」

「……」

　むっとして思わず睨むと、孝也がぷっと吹き出した。

　まさかそんな対応をされるとは思わず、なおさらしかめ面になる。

　出会ったときが最低な時期だったので、多少ぼけっとはしていたが、そもそも仕事は徹底的にやるたちだし、そのことは孝也だって話を聞いて認めていると言ったはずだ。

　じっとりと睨むと、孝也が軽く咳払いをした。

「すまない。なにかやらかすかと期待していた俺が悪かった。真面目な態度は聞いていたし、そのまま働いてくれたほうがありがたい」

「ええ。そのつもりです。もしも今頃事務だったら、もう少しのんびり仕事できたんですけどね」

　思わず嫌味を言ってしまうと、孝也はまたくすっと笑う。

　目を細めて笑う姿は猫か豹か、そんな雰囲気がある。

　いや、この強引さは虎だろうか。

　その虎がわざわざ自分を秘書に付けた理由はなんなのかと、またふと考えてしまう。

　人手不足ではないし、人員の入れ替えでもない。

　秘書課のメンバーとしては、こうした肉体労働をしてくれてありがたいようだが、孝也がそこまで考慮して舞を呼んだとも思えない。

　秘書課に配属となれば、給料も少しは上がる。

（一体なんで？）

「じゃあ、コーヒーよろしく。なにか手伝ってほしいなら、俺にも言えよ。机運びは俺も得意だから」

「社長にさせるわけにはいきませんっ。すぐにコーヒー持っていきます」

　舞は、孝也が自分に対して一定の距離を保っているのを感じつつ、同時にその優しさにも触れているように感じた。

　それとも、孝也自身がもともと優しいのだろうか。

　事務に配属されていた今までは、社長との付き合いもなかったし、人となりはおろか、顔も知らなかったのだ。

　一度関係を持ち、孝也の良さを知ってしまうと、余計に意識しはじめてしまう。

（ダメダメっ。期待して恋した結果、失恋した前例があるでしょ！）

　恋をしそうになる気持ちにブレーキをかけつつ、孝也を無視できないようなほんわかした感覚になり、首を思いきり横に振った。

　しっかりしなくてはと、急いで給湯室に向かって孝也にコーヒーを淹れて持っていくことにする。

　昼のコーヒーは赤いマグカップだ。

　お湯を沸かしてぼんやりと待ちつつも、考えてしまうのは、まぎれもなく孝也のこと。

（早くお湯沸かないかな）

　しゅんしゅんとお湯の沸く音がしはじめて、湯を注ぐと幾分か気持ちも紛れた。

　コーヒーをトレイに載せて社長室まで向かう間に、秘書課のメンバーの視線を感じる。悪意はないが、噂好きの彼女たちなので、興味津々という感じだろうか。ノックして社長室に入ると、孝也がパソコン作業をしながらサンドイッチを食べていた。

「コーヒーお持ちしました」

「ありがとう」

　すっとデスクに置くと、資料が散乱している。

「このあとの会議の資料ですか？」

「ん？　んん」

「なにかできることがあれば手伝いますが」

　思わずそう言ってしまうと、孝也は手を止めて舞をじっと見つめてきた。

　余計なことを言ったと思い、うつむき気味に後ずさりすると孝也が小さな溜息を吐いた。

「じゃあ、そうだな。ここのデスクに散らばる資料から、会議に必要な資料をピックアップして、コピーしてくれるか？　会議ぎりぎりでね」

「え……」

　会議室のセッティングを手伝ってくれたせいかと胸が痛んだが、それを問う勇気はなかった。

　かえってイライラさせるかもしれないし、忙しい最中に会話をする暇だって惜しいだろう。

「分かりました。これと、これ、これでいいですか？」

「ああ、頼む」

「できることはさせていただきますので」

「ありがとう。助かる」

　そう言って、孝也にそっと近寄った。

　ノートパソコンをすっとよけてくれたが、すぐ隣に立つ形になりふわりと爽やかな香りが鼻先をくすぐる。

　ノートパソコンを打つ指は滑らかで、思っていたよりずっと長い。

　そしてふと、その指が自分を乱れさせ、官能的に刺激したことを思い出して頬がカッとなる。

（仕事中よっ）

　気にしてはいけないと資料を手に取っていき、ついでに散乱している紙をまとめてクリップで留めると逃げるように社長室から出た。

　思わず止めていた息を吐き出すと同時に、胸が高鳴りはじめてしまう。

（旅行じゃ、全然気にする余裕がなかったけど……。孝也さんって、本当にかっこいい人なのね）

　改めて実感すると、旅行中にその孝也の指が秘丘を撫でたり胸を揉んだりしたことを一気に思い出してしまう。

　それだけじゃない、蜜壺に指が何度も何度も――。

（しっかりしなきゃ！）

　考えたら負けだと思い、すぐにコピー機に向かった。

　これが終われば、今度はお茶くみだ。

　すぐにコピーを終えると、ホチキスで留めて孝也の部屋に向かう。

　ノックして入ると、まだノートパソコンとにらめっこしている。

「コピー取ってきました」

「ありがとう。もう頼めることはないな。営業の成績を比較しているだけだから」

「そうですか……」

「助かった。小宮さん」

　顔が上がると、にこりと眦まなじりを下げて笑みを見せてくれる。

　その笑みが人懐っこく見えて、舞はどくんと大きく胸が跳ねた。

　てっきり仕事中は厳しいだけの人かと思っていただけに、表情がころころと変わることに驚きが隠せない。そして、そのたびに自分だけが特別なのかと錯覚してしまう自分がいた。

「では、失礼します」

　会釈して社長室を出ると、舞はすぐ給湯室に向かい、孝也のことを忘れようと会議参加者用のお茶を無心で淹れはじめた。
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　バタンと扉が閉まると、孝也はふっと笑みをこぼした。

　噂に聞いていたとはいえ、まさか舞がここまで仕事をする人間だとは思わなかったし、秘書として使えるとも思っていなかった。

　周りが嫌がる仕事まで率先してやっているようだ。

（秘書課のメンバーも厳しいな）

　もともとプライドも高く、仕事もできるメンバーであるだけに、舞の大抜擢は受け入れつつも納得のいかないことも多いのだろう。見ている限り、それなりに仲良くやっているようではあるが。

　けれど、孝也にしてみれば舞をそばに置いてみたいという欲が勝った。

　いったい『小宮舞』はどんな人物なのか。

　噂だけじゃなく、本当の彼女を知りたくなったのだ。

　舞の噂は入社したときから、孝也の耳に入っていた。

　小柄でかわいい子が入ったと人事部で話題になるほどで、少し気になっていたのだ。

　飾り立てた感じの『かわいい子』や『美人』なら、孝也の周りにはたくさんいるし、友人からも勧められて飲み会で会わされる。

　だから、見慣れていると思って油断していたが、いざ目の前にしたときの彼女は予想とは少し違った人物だった。

　化粧は薄めながらも伏せられたときの長いまつげが印象的で、ひとつにまとめられた黒髪も艷やかで美しい。

　最近のおしゃれは取り入れておらず、それなのに目がくりんとして、口角が上がりぷるんとした唇がかわいらしい。

　秘書課のメンバーの華美な美しさや、飲み会で出会う化粧の濃い女性とは違う。

　人事部がにわかに騒ぐのもうなずけると、孝也は目の保養程度に考えていた。

　しかし、そう思っていた矢先に、まさかの旅行先で彼女が裸で浴室からいきなり現れたのだ。これを運命と呼ばずしてなんと呼ぶのか。

　なんとか近づくチャンスがないかと、孝也は必死で考えた結果、失恋で傷ついていた舞のことを、心身ともに慰めることに成功したのだ。

　が、それでは意味がないことに気がついたのは、帰りの車の中だ。

　ふわふわの胸の感触と、何度も抱き合ったベッドの上での出来事を思い出すと、舞を独り占めしたくなった。

　なんとかならないかと考えたあげく、秘書課に抜擢することを決めたのだ。

　今までの孝也の彼女は、みな見た目やお金目当てで近寄る女性がほとんどだった。

　黒金建設の社長と聞いた途端に目の色を変えて言い寄るような女性も多い。

　なにを聞いても平気だと思っているのか、年収いくら？　という質問をしてくる女性が多いことには心底うんざりしており、孝也はじわじわと女性との距離を取りはじめていた。

　友人との飲み会もよほどのことがない限り出向かなくなってしまった結果、最近は誘われることすらない。

『年収いくら？』その質問がすごく不躾で嫌なのだ。

　他にも『社長って、車なに乗ってるの？』『跡継ぎだしいままでさんざんわがまま言ってきたんでしょ』などと言われると、仕方のないことかもしれないが、腹が立ってしまう。

　他人に年収を暴露する趣味はないし、車だって騒ぐほどの高級車ではない。

　何度も聞きすぎているせいか、もはや耳を塞いで一時退散したくなる話題でもある。

　そのせいか、女性に対してまずはどんな人間かじっくり観察するという癖がついてしまった。

　舞は派手すぎないかわいらしさと、仕事熱心さ、ひたむきさがあり、孝也の心をがっちりと掴んだのだった。

（このあと会議じゃなかったら、少しお茶でも……。なんて、俺から言ったらダメだな）

　それでなくても、舞を一度だけ強引に抱いたのだから、次は慎重にいきたい。

　さっき舞が少しだけ近づいてきたとき、孝也はパソコン作業に集中できずにいて、悟られまいと必死だった。

　自分が思うよりもずっと舞を意識しているし、好意が膨らんでいることに戸惑う。

　もはや単なる目の保養や、試すために秘書にとどめておくという理由だけでは、説明できない状態にある。

　孝也は切なそうに溜息を吐くと、会議の準備を始めた。

　舞が整えて綺麗になったデスクを見て、思わずそっと指で撫でる。

（こんなことしてくれる彼女っていいよな）

　作ってもらった資料とノートパソコンを抱えると、孝也は会議室に向かった。

　会議室に入ると、すでに何人か席についていて、舞がお茶を配っていた。

　小柄ながらも必死でいそいそと動き回る様子がかわいらしくて、目で思わず追ってしまう。

　まだ見慣れないベージュのスーツも、舞を華々しい印象にしていて良い。

（ボブとかショートにしても似合いそうだな）

　考えると思わず口もとが緩む。

　いまから会議なのにこれではまずいと思い、慌てて気を引き締めた。

　ホワイトボードの前の机の真ん中の席に座ると、すでに副社長のふたりが座っていて孝也を心配そうに見つめてくる。そのうちのひとりが、孝也の耳に口を寄せてきて、小声で話しかけてきた。

「大丈夫ですか？　どこか疲れてません？」

「いや、平気だ」

「ならいいんですけど。それと……いまもこの場にいますけど、事務にいた小宮さんを秘書にしたんですって？」

　名前を言われて、孝也は動揺を悟られまいと背筋を伸ばす。

「それが？」

「素朴だけどかわいいですよね。近くで見てて癒やされません？」

「俺はそんな目で見ていない」

「そうなんですか？　上層部の中では社内の癒やしで密かに有名じゃないですか。てっきり、僕は社長が独り占めしてるのかと思ってましたよ」

　副社長がにんまりといたずらっぽく笑みを向けてきたので、孝也は軽く咳払いをしてかわす。

「俺は仕事に私情は持ち込まない。知ってるだろ？」

「もちろん知ってますよ？　会長も常に目を光らせていますしね。やりにくそうですよね？」

「もう慣れたよ。俺のやることに口出しするのは仕方がないし、まだ俺も甘いからな」

「まあ、当の本人である社長が割りきってるならいいんですけどね。昔の失敗だって早く忘れてしまったほうが楽ですよ」

「……」

　副社長の言う失敗という言葉が、孝也の昔の傷を抉った。

　社長になり立ての頃、突如黒金建設の吸収合併の話が持ちかけられたのだ。

　その話は頓挫したが、その日は気苦労で眠れない日々を送っていたし、父親からはしっかりしろと叱責されて、精神的にもボロボロだった。

　けれど、あの頃があるから今はかなり仕事に冷静になれるし、父親である会長からの小言も受け流すことができる。

「問題ない。この会議が終われば、大手建設会社との正式な取引もできるようになるし、太いパイプで繋がれる。ここはしっかりしたい」

　苦々しい経験を思い出すのはやめて、目の前のことに集中する。

「そうですね」

　副社長は笑みをこぼすと、資料に目を通しはじめた。

　孝也も同じように資料に目を落とすと、横からすっと手が伸びてきてお茶が差し出された。

（小宮さん……か）

　気にしていることを悟られまいと、無視をすると舞もなにも言ってこない。

　すると、余計に気になって難しい顔で資料を見つめてしまう。

　鼓動が早くなり、右側に立つ舞を意識して身体まで熱くなってきた。

「小宮さん」

「は……はい！」

「俺の、コーヒーにしてくれるか」

「分かりました」

「眠気覚ましにブラックで淹れてほしい。白いマグカップで。よろしく」

　孝也は自分でも咄嗟に出た言葉が甘えだと思った。

　さっきもコーヒーを飲んだし、これ以上飲んだら会議中にトイレに行きたくなってしまいそうだ。

　でも、舞に声をかけずにはいられなかった。

（いけない……落ち着け……）

　ネクタイを緩めて冷静になろうとするが、舞がぱたぱたと去っていく姿をつい目で追ってしまう。

　こんなありさまじゃ会議に支障が出る。

「小宮さん、今日もかわいいですね。新しいスーツも似合ってますし」

「あ？」

「だからコーヒーを淹れてもらうんでしょう？」

　副社長の間抜けな言葉に、孝也は苦笑する。

　自分が必死に戒めの言葉を唱えているというのに……。

　資料の束を丸めて副社長の頭をぽんと叩く。

「会議に集中しろ」

「違うんですか？　俺ならそういうつもりで頼むのになあ」

「おまえと一緒にするな」

　と言いつつ、副社長と同じ気持ちの自分が情けない。

　そろそろ会議を始めなくてはいけないと辺りを見回した。

　会議中にコーヒーを持ってきてもらうのは申し訳ないが、舞が自分のものだと見せしめているようで、ちょっとした優越感がある。

（また……余計なことを）

　舞を思うたびに胸が高鳴ることに、自分自身、だんだん苛立ちすら感じてきて進行役の営業部の人間に声をかけて会議を進めてもらうことにした。

（小宮さんを欲しいと思うが、仕事は大事なんだからな）
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「あ……」

「ついでだ」

　そう言われて渡されたのは、お客様用のティーカップだ。

　来客があるので紅茶の用意をしているところに、孝也が現れて舞は一気に心臓が鳴り出した。

　孝也は赤いマグカップを手に取り、やかんを持つと勝手にお湯を沸かしはじめた。

「すみません。すぐに淹れますので」

「いいよ。これくらい俺がやる。忙しいんだろ」

「少し……です。社長はお戻りに」

「強がるなよ。さっきもひとりでたくさんのお茶の用意してたし、買い出しも行ってたろ」

「あ……の……。なんでそれを？」

　そう咄嗟に訊いてしまうと、なぜか孝也が耳朶まで染まるほどに顔を赤らめた。

　しまったという表情を隠そうと、顔を手で覆っている。

「……偶然、見かけたんだ」

「そうですか。……お茶っ葉が切れたり、コーヒーがなくなったりして。他の人を買い出しに行かせるわけにもいかないので、ちょっと出ていました」

　舞は自意識過剰にならないよう、笑顔を見せて平静を装った。

　しかし、内心は穏やかでない。

　まるで孝也が舞を意識するかのように行動を把握していると思うと、恥ずかしく思えてくる。歩き方は変じゃないかとか、髪は綺麗に整えていたかとか、妙な気遣いまでしてしまうほど。

「あのさ……小宮さんは髪の毛長くしてるのにはなにか理由でもあるの？」

「うーん。そう言われると、特にこだわりはないんですけど……。黒髪といえばロングヘアのイメージが強いっていうのもあるかもしれません」

「ふーん」

「なにか……？」

「……いや。切ってみてもいいと思って」

「そうですか。じゃあボブくらいにしてみようかな。秘書課の皆さんも、髪型にはかなりこだわりがあるみたいですしね。見習わないと」

「そういう意味じゃなくてだな」

「……どういう意味なんですか？」

　きょとんと聞き返すと、孝也が頭をぽりぽりと掻いた。

　やかんのお湯がちょうど湧きはじめて、孝也が舞の前に出て火を消すとそのまま無言でコーヒーを淹れはじめる。

　舞は答えが知りたくて待っているというのに、孝也は黙ったままだ。

　湯が沸いたやかんを置くと、孝也は代わりにマグカップを持って、給湯室から出て行こうとする。

「え……あの……」

「仕事、頑張れよ」

「……はい」

　孝也がなにも言わずに出て行ってしまったので、取り残された舞は慌てて来客の準備を始めた。

　自分を想ってくれていると錯覚しそうだと、舞は思いきり首を振った。

　孝也との出会いは、決して普通とは言えない。

　舞の失恋を慰めるためだけに抱き合い、そしてその日だけだからと身体を許した。

　あの日を思い出すと今でも胸がきゅっと苦しくなるが、それは恋をしていると錯覚しているほど甘く囁かれたからだろう。

　今孝也を意識しても、仕事に差し障りがあるだけだ。

（それに、孝也さんは私をなんとも思ってないわ）

「ここでは社長だ」

　そう言いきった彼が舞を特別な女性として見ているとは思えなかった。

　でも、だったら、もっと素っ気ない態度や突き放すような言葉を投げられたほうがましだ。

　気にかける素振りなんて見せないで。

（好きになるのが怖い……のに）

　じわっと広がる切ない疼きに、舞は胸をきゅっと抑える。

　もう自分でも言い訳ができないかもしれない。

　自分を偽り、仕事だけの関係だと言い聞かせるのだって難しいのかも。

（孝也さんを……好き？）

　だめだとまた首を振り、止まっていた紅茶の用意を再開した。

　遅くなってはいけないし、誰か来たら大変だ。

　お湯を沸かしながら、舞はぼんやりと無意識に孝也のことを考えてしまう。

（髪……短くしてみてもいいのかな）
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　翌日、舞の周りには秘書課のメンバーが集まっていた。「その髪型、似合ってるね」

「心境の変化？　どうしたの？」

　にまにまと笑われつつ、それがどこか心地よくて舞も照れ笑いを浮かべてしまう。

「美容師さんに勧められるまま、切っちゃいました」

　おずおずと言う舞に、宮田がずいっと身を乗り出してきて耳元で囁いた。

「うそね。社長でしょ？」

「ち、違います！　どうして……」

「だって、社長以外に考えられないわ。言われたんでしょ。短いほうがかわいいって」

「そうじゃ……ないです」

　内心は、その通りだとうなずくしかない。

　社長の一言がなければ、今日だって長い黒髪を後ろでひとつにまとめただけだったろう。

　店員に勧められるがまま、ボブスタイルにしたのだ。

　イメージチェンジも良いかもしれないと思いきって決めたのだが、秘書課のメンバーの反応は上々だった。

「変じゃないですか？」

「清潔感もあるし、しっかりした印象もある。いいと思うわ」

　宮田のお墨付きをもらうことに成功し、安堵した。

　周りの秘書も「綺麗になった」と口々に言ってくれる。

　この姿を、早く孝也に見せたい。

　彼のことを咄嗟に考えてしまう自分が情けない。

　ふと時計を見れば、孝也にコーヒーを持って行く時間だ。

「社長にコーヒーを持っていきますので。失礼します」

「社長、喜ぶわよ」

　宮田がにやにやしながらそう言うので、舞はひきつりながらも笑顔を返す。

　こんなにからかわれるのなら、髪なんて切ったりするんじゃなかったと、少しだけ後悔しそうになる。

「し、失礼します」

　すぐに席を立って給湯室に逃げると、慌てて黒のマグカップを手に取った。

　ドリップパックを用意してやかんで湯を沸かすと、ひとときの休息を得たような気持ちになる。

　あのまま囲まれ続けていたら、そのうちに孝也との関係についてまで追求されそうだ。

　とはいえ、そのきっかけを作ってしまったのは自分なのだが。

（迂闊……）

　お湯がしゅんしゅんと沸くと、ドリップパックに湯を注いだ。

　ふわりとコーヒーの香りが立ち込めて、思わず鼻をひくひくとさせてしまう。

「お、そのコーヒー俺のか」

「え……孝也さ……ん」

「ここじゃ社長だ。もうさすがに言い慣れたと思ったが。傷心旅行はそんなに思い出深いか？　それはともかく、髪、綺麗だな」

「あ……ありがとうございます」

　すぐ隣に立たれると、気恥ずかしさでそのまま小さくうずくまりたくなってしまう。

　コーヒーは舞が淹れるし、給湯室になにしにきたのだろうとちらりと上目で見上げれば、孝也も舞を見下ろしていた。

「あ。あの……コーヒーならお持ちしますが」

「ああ、ついでになにかお菓子も頼む。その辺の棚にあるだろ？　隠してあるんだ」

「え……はあ」

　ごそごそと棚を漁りはじめると、背後から孝也の手がぬっと伸びてきた。もう片方の手も舞の腰に回される。

　背中と腰に孝也の熱を感じて、思わず身体が硬直してしまう。
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「ここじゃない。もっと後ろ」

　甘い低音を久しぶりに聞いて、舞は思わず目をきゅっとつむる。

　呼び覚まされそうになる誘惑と蠱惑的な甘い低音に、胸がはちきれるばかりに鳴りはじめる。

　振り向けばすぐ後ろに孝也がいるだろうし、耳朶で囁かれているのを感じる。

「隠したんだ。かなり奥に」

「……どこですか……自分で探しますので」

「どうせ分からないだろ。取ってやる」

　棚の奥の物に紛れたさらに奥に、お菓子の箱があった。

　しかし、孝也の吐息や熱を感じながらも、舞は身体を固くするばかりだ。

　それだけじゃなく、旅館でのことも一気に思い出してしまう。

「その髪型、本当に似合ってる」

　離れる最後に甘く囁かれると、思わず肩がぞくりと震えそうになった。

　熱が呼び覚まされそうなのに、堪えていた自分が偉いとすら思える。

「ありがとうございます。美容師さんの勧めで」

　身体が離れていくと、舞はそっと振り向いた。

　孝也は外国製のお菓子の箱を持ちながら、「ふーん」と笑みを浮かべている。

「俺に言われたから短くしてみた？」

「ち、違います！　秘書課の人もみんな髪にはこだわって綺麗にしているから！　だから……」

　思わず否定してしまうと、孝也はまたも怪しい笑みをたたえる。

　ぞくりとするような、かつ吸い寄せられるような妖艶な雰囲気に、舞は思わず視線を彷徨わせる。

　一晩の過ちを犯した相手が、ここまで自分のことを戸惑わせることになるなんて思いもよらなかった。

　綺麗な男性だからこそ、もう二度と身体の関係なんてないだろうと思っていたのに、今ではまたその腕にまた抱かれたいと思ってしまう。

「とにかく、すごく似合ってる。じゃ、コーヒーよろしく」

　満足そうな笑みを見せると、給湯室から去って行った。

　孝也がなにを考えているのか、よく分からない。

　遊ばれているのかもしれないし、からかっているのかも。

　どちらにせよ、孝也が自分のことを本気で相手にするわけがないと、コーヒーを淹れてマグカップをトレイに載せると社長室に向かった。

（そもそも、なんで給湯室に）

　だんだん、自分の気持ちを掻き乱されたことにイライラしそうになる。

　冷静になろうとしているというのに、孝也ときたら。

　社長室をノックして入ると、当の本人はのんきにお菓子の包みを開けて食べていた。

「お、ちょうどいい」

　おいでおいでと手招きされて、舞はデスクにマグカップを置いた。

　すると手をぎゅっと握られて、思わず息が詰まる。

「ん。お菓子。他のやつには内緒な」

　孝也には似合わない、ピンク色のパッケージのかわいらしい包みを渡される。

「ありがとうごさいます」

　息が詰まりそうなほどなのに、必死で冷静さを装う。

　眉がぴくぴくしてしまうが、必死に笑顔を見せてみる。

「これ、海外土産でもらったんだ。チョコチップクッキーなんだけどさ。大きいし食べ応えあるから、好きなんだ」

「そう、ですか」

　すっと腕が離れていくと、舞はすぐにお菓子を握って一歩下がった。

　近寄ると危険な気がして、早く社長室から出たい気もする。

「どうかした？」

「い、いえ。なにも」

「俺とふたりきりになると、意識するか？」

「あ、ありえません！　失礼します」

　会釈してさっさと社長室から退散すると、自分の胸の音が耳朶にまで響き、顔が熱い。

　逃げ出すなんて、意識しているのと同じじゃないかとだんだん思えてくるが、いまさら社長室に入るわけにもいかない。

　秘書課のメンバーは、幸いにもパソコン作業をしていて気がついた様子はなかった。

　自分がどんどん孝也を好きになっていることに気がつき、惑わされている。

　それが許されることなのかが分からずに、困惑するばかりだ。

（私たち、身体だけの関係だったはずなのに）

　孝也はまるで、誘うかのような態度でいたずらに舞を困らせる。
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　あれから三ヶ月。

　孝也との距離が縮まることはなかった。

　時折ボディタッチがあったり食事に誘われたりと、どことなく距離が縮まりそうな雰囲気はある。

　だが、それを舞が、秘書だから、仕事優先だからと言って断り続けているのだ。

　だが、外出中のランチやお茶までは断りきれずに、何度か食事はしている。

　あくまでも秘書として。

　お菓子を渡されるのも習慣で、秘書課のメンバーには黙っておけとの命令だった。

　それが楽しみでもあり、ふたりだけの秘密のようで舞を困らせている。

　最近は、老舗和菓子のどら焼きをもらったり、海外土産のチョコをもらったりしていた。

　秘書をしていると気疲れすることも多く、そっと給湯室でお菓子を口に入れることがある。

　そのひそやかなお菓子の差し入れが、舞にとっては戸惑いつつも嬉しくもあった。

　でも、秘書と社長の関係は絶対に崩してはいけないと何度も言い聞かせて、切ない夜を迎えている日々だ。

　孝也を好きになる一方なのに、自分たちの間には社長と秘書という絶対的な関係がある。

　それを超えてしまったら、孝也はどうなる？

　舞だって、気持ちの赴くままに告白できる相手だとは思えない。

　結局、思い悩む日々を送りながら一定の距離を崩す勇気は持てないでいた。

　そんな毎日を過ごしていたある朝、起きて朝食の準備をしていると、ドアの隙間に手紙が挟まっていることに気がつく。

　誰だろう、と気持ち悪い思いを抱きつつ抜き取った手紙を開くと、送り主は元彼の夏樹だった。

　はっと息を呑み、ノートの切れ端に書いてある文章を読むと、身勝手なことがつらつらと書いてあった。






『舞、元気か？


いや、元気ないだろう？　俺がいないんだから。

別れてひとりだろうし、そろそろまた会わないか？

スマホも買い換えたみたいだし、連絡先も分からないから部屋に来たけど、面倒だから一度会おう。

それから、俺は明日暇だから。




夏樹』








　読み終えた途端、一気にびりびりと破く。

　いまさら、なにを言っているのだろう。

　そもそも、彼女ができたと言って、舞を振ったのは夏樹だ。

　夏樹には結婚まで期待したし、学生時代は必死に好かれようと努力もした。

　でも、本当の意味で夏樹が舞に振り向くことはなかったのだ。

　孝也と出会って気がついてしまったのだが、優しくされること、甘やかされる心地よさ、そして、男性からもたらされる快感。

　あれは、夏樹には全くなかった。

　孝也は仕事はきっちりとこなすし、舞が嫌がることはしない。

　が、微妙なところで舞の気持ちを揺さぶる。

　孝也が本気かは分からないし、社長と秘書という関係ももちろんあるのだが、この恋が嘘か本当か見分けがつかないせいもあり、孝也には近寄れない。

　もしも自分が恋に落ちたと悟られたとき、孝也がどんな態度を見せるか怖くなっていた。

　でも夏樹は舞の気持ちを考えるどころか、自分が暇だから遊べ、そういうことばかりだ。

（私、そんなに暇じゃないわ）

　子どもじみた夏樹に付き合いきれずに紙くずをゴミ箱に捨てると、ひとりでアパートにいるのが嫌になって、着替えてメイクをして家を出た。

　朝から散々だと思ってビルに着くと、夏樹がスーツを着てうろうろしているのが見えた。

（うそっ）

　人影に隠れるようにエレベーターホールに逃げるが、あきらかに舞を探していると思われる。

　急に気持ちが悪くなり、舞は身震いしてしまう。

　エレベーターを待つ間も、なるべく男性の傍にいるようにして順番を待った。

　秘書課に到着すると、どっと疲れてしまい溜息を吐く。

「どうかした？　小宮さん」

「あ……おはようございます。宮田さん」

　笑顔と共にコーヒーを差し出してくれて、宮田に対して思わず安堵の笑みがこぼれる。

　宮田とは、最初よりもずっと親しくなれている。

　あんなに苦手だと思っていたナイトプールにも行ってみたし、カウンターバーも行ってみたのだ。

　自分には不釣り合いだと思っていたが、真意も掴めないまま孝也に甘く言い寄られるたびに、疼く気持ちを抱えてひとりでアパートに帰るのがつらくなり、思いきって誘いに乗ったのがきっかけだった。

　たしかに自分とは異世界のような感じはしたが、言っていた通り、宮田はプールサイドでお酒を飲むだけで、舞の愚痴を聞いてくれたり、恋についていろいろと話をしてくれたりした。

　今では頼れるお姉さんとなっている。

「その顔は、なにかあったわね」

「……はあ」

「言いにくいの？　別のところに行く？」

「いえ。そんな……」

　舞が首を振って苦笑いをすると、宮田はぽんぽんと頭を撫でてくる。

「男がらみね！　あたりでしょう？」

「ち、違います！」

「図星だわっ……。じゃあ、ちょっとラウンジにでも行きましょう。始業時間まで少しあるから」

　ぐいっと腕を引かれて、舞も買ってきたコンビニのコーヒーを置いて渋々立ち上がる。

「言いふらさないでくださいね」

「もちろん！」

「絶対ですよ」

「当たり前でしょ？」

（そう言いつつ、翌日には秘書課のメンバー全員知ってたってことが何度あったことやら）

　溜息を吐きつつも、そんな宮田のことをどこか憎めないでいた。

　それに、いまは夏樹のことでそれどころではない。

　アパートにまで来たのは本当に気持ちが悪いし、勤務先のビルまで来るなんて異常だ。

　舞に執着する理由なんてないほどモテるはずなのに、どうして来るんだろうか。

　それが分からないせいか、余計に不気味だ。

　ラウンジに着くと、席に座り元彼の夏樹の話をした。

　すると宮田の顔がみるみる好奇心に満ちていく。

「つまり、ストーカー……ね？」

「そういうタイプじゃないんですけど」

「だってそうじゃないっ！　防犯ベル買わないとダメね」

「はあ……」

「夜道は黒金さんに送ってもらいなさい」

「え……どうして」

「だって黒金さんが黙ってないでしょ。自分の秘書に手を出されて」

　ふふふと不適な笑みをこぼす宮田は、すべてお見通しだとばかりに怪しげな笑みを浮かべている。

　話題を変えなくてはいけないと、夏樹のことを話すしかなく、傷心旅行の話題を持ち出した。

「私、有給使って傷心旅行までしたんです。元彼と結婚すると思っていたし、大事にされているって自己満足していたから」

「恋は盲目よね。別れて正解だわ」

「だから、もう吹っきれてて……。それに、いまさら会って付き合っても彼の性格を知っているのに、うまくいくはずもないじゃないですか」

「元彼はそうは思ってないのよ。いろいろな人と付き合ってみてもうまくいかなくて、小宮さんみたいにかわいらしい子が急に懐かしく思えてきて、また遊びたくなったのね」

「結局、本気じゃないのは分かっているんで……すごい迷惑です」

「なにかあったらすぐに言って。警備に相談したり、社長に相談したりもできるのよ」

「でも……そこまでしなくても」

「だめよ。しつこい男はなにをするか分からないの。またなにかあったらすぐに言って。じゃあ、社長にコーヒーよろしく」

　肩をぽんぽんと叩かれると、舞は幾分か安心した。

　でも、正直に言うと、孝也にだけは知られたくない。

　そう思いつつも、舞はそのまま、宮田のあとを追った。

　その日も、夏樹のことはなかったように振る舞い、コーヒーを淹れて孝也の前に出す。

　孝也はいつもみたいにお菓子をくれ、思わず頬がほころんでしまう。

「どうした？　今日は特別なお菓子じゃないぞ」

「い、いえ」

　手渡されたのはそこら辺で売っているクッキーだ。

　手土産に買ったついでに、自分用にと孝也も買ったのだろう。

　すぐに退散するとそれを給湯室でそっと食べて、気持ちを落ち着けた。

（夏樹のことだもの、すぐに飽きるわ）
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　翌日。

　いつもどおり仕事に出ると、ビルの前で、不意に腕を引かれた。

「よっ、舞」

　振り向けば、満面の笑みを浮かべた夏樹が立っている。

　よれよれのスーツに、頭には寝癖がついている。

（どうしたんだろう。いままで、なにがあっても身なりはちゃんと気にするタイプだったのに）

　普段きっちりした孝也を見ているせいか、夏樹がひどくだらしない男性に感じた。

　それだけじゃない、どうしてこんな人に恋したのだろうと、過去の自分を叱責した。

「なんですか。今から仕事なんです」

　苛立ちを露わにして手を振り払うと、夏樹はにんまりと笑う。

　自分のしていることが非常識だと、ちっとも思っていないようで舞は余計に苛立った。

　そして、どうしてこんな人にずっと恋して身体まで許していたのかも分からなくなる。

「ちょっと遅刻しても平気だろ、付き合えよ」

「仕事があるんで」

「なんだよ。俺より大事な仕事って。いつも俺を追いかけてたろ？　舞は」

「今はもう関係ありません」

　腕を引かれそうになったので、思いきり振り払う。

　周囲の人の目が集まり、舞は慌てて早歩きでエレベーターホールに向かった。

　中まで追いかけてくることはないだろうと思ったら、夏樹は「ねえ、ねえ」と追いかけてくる。

（信じられない！）

　エレベーターを待つ中、夏樹は隣に立つ。

「ふーん。忙しいんだな」

「暇なの？　仕事はしてないんですか？」

「俺？　営業だから。直行直帰も多いし、いつでもここに来れる」

「……だからって！」

（非常識よ！）

　大声で言いたい言葉を必死に飲み込んだ。

　こうやって付き合っているときも散々振り回されたことを思い出す。

　そのときは、恋に恋していたし夏樹が遠くに行けば行くほど追いかけたくもなった。

　でも、今は分かる。

　これは単なる馬鹿な男だと。

　孝也のおかげかもしれないが、大人の男性が仕事を放棄してつきまとうなんてことはしない。

　エレベーターに強引に乗り込むと、夏樹までついてくる。

　声をあげることもできずにいると、夏樹が勝手に手を絡ませて握ってくる。

　そして、耳元で囁いた。

「どうせひとりだろ？　また仲良くしようぜ？」

　嫌だと首を振りたいが、怖くなってしまって手を振り払うので精一杯だった。

　しかも、夏樹がこんなに執着する理由も分からないせいで、余計に不気味だ。

　十二階に着くと、舞は飛び出すように降りて夏樹から逃げた。

　あっけらかんと見ている夏樹だったが、職場を把握したらしく嬉しそうに笑みをたたえている。

　じゃあね、そう言わんばかりに手を振られると、舞は身震いして逃げるように秘書課に向かった。

　デスクに座ると、涙が溢れそうになる。

　ぽんと肩に手が置かれただけで、驚いて全身が震えた。

「ど、どうかした？　様子が変だけど」

　宮田が心配そうに眉を寄せていた。

　宮田だけじゃない。

　秘書課のメンバーも、逃げ込むように入ってきた舞に驚いていつの間にかデスクの周りに人が集まっていた。

「あ……おはようございます」

「おはようございます、じゃない！　とうとうなにかあったのね！　言いなさい！」

　宮田が声を張り上げると、ますます身体が竦み舞は思わずぽろりと涙をこぼした。

「あああ！　泣かせた！　宮田さんひどぉい！」

　秘書課のメンバー全員が宮田を責める。

「わ、私、そんなにひどいかしら？」

　舞は小さく首を振った。

　申し訳なくて、慌ててタオルハンカチで目頭を押えて涙を堪える。

　そして、勇気を出して夏樹のことを告げることに決めた。

「元彼が、ここのフロアまでついてきました」

「ええええ！」

「信じられない！」

「きもちわるい」

「ストーカーじゃない」

　舞は小さく首を振って、「ストーカーではないと思う」と自分なりの意見を告げておく。

「彼は、女性には困りませんし、私ひとりに執着する理由もありません。モテるはずなので。だけど、固執してつきまとうのが不気味で」

「とっとと他の女見つけてほしいわね」

　宮田が冷たく言い放つ。

　そしてつかつかと電話に向かうと、そうそうに警備に連絡を入れていた。

「なにかあってからじゃ遅いし。そういう男ってなに考えてるか分からないから」

「ありがとうごさいます」

「……社長なら、助けてくれるんじゃない？」

　宮田がにんまりと笑みを向けて言うが、舞は首を思いきり振って遠慮した。

「ダメです。お忙しいのに！」

「そう？　むしろ喜んで助けてくれると思うけど」

「どうしてですか？」

「え？　いや……まあ」

「とにかく、言わないでください」

　舞はハンカチをしっかり握って念を押した。

　宮田は気を抜くとすぐに口を滑らすからいけない。

　けれど、もしも孝也が助けてくれるならと期待をしてしまいそうになる。

「社長にコーヒーを淹れてきます。気が紛れました」

　舞が立ち上がると、心配そうな声と共に見送られて給湯室に向かった。

　コーヒーを淹れて持っていくと、孝也の顔が怪訝になる。

「おはようございます。コーヒーです」

「ああ、おはよう」

　新聞を広げているが、ちらりと見た目が鋭かったのが気になった。

　なぜだろうと首を傾げるが、どうしてだか分からない。

　トンと置いたマグカップを見れば、黒のそれではなく、赤色をしていた。

　慌ててトレイに載せるが、孝也が「気にするな」とカップに手を伸ばしてくる。

「申し訳ありません」

「いや、いい。それより、なにかあったのか？　ぼんやりするのは……旅行以来だな」

「……っ！」

「いや……悪い。なんでもない。ただ、黒と赤を間違えるなんて変だと思ったから気になった。普段じゃ間違えることないだろ」

「すみません」

　舞は頭を下げて、涙を堪えた。

　なにもかも、夏樹が悪いんだと心の中で悪態をつくがそれだけじゃすべては収まらない。

「いいよ、本当に。マグカップの色は気分転換と時間の感覚を忘れないためなんだ。深い意味はない。ほら」

　そうして腕を引かれて手渡されたのは、いつかもらったピンク色の包装のお菓子だ。

「疲れてるなら、余計に必要だろ。海外行った奴が、偶然同じものくれたんだ」

「ありがとうごさいます」

　思わず、夏樹のことを話したくなるし、少しでも打ち明けてほっとしたくなった。

　でも、本当にそれが良いのか分からないので黙り込むしかない。

「今日は会議と外での打ち合わせ。他にもいろいろあるから忙しいな」

　そう言われて、舞は喉から出かかる言葉を飲み込んだ。

　舞の私情に付き合うほど孝也が暇じゃないのは、自分が一番よく知っている。

「では、失礼します。後ほど、スケジュールの確認に参りますので」

「ん。分かった」

　また新聞に視線を落とす孝也にとくんと胸を鳴らせる。

　今はもう夏樹への気持ちなど微塵もない。

　気持ちは孝也にある。

　芽生えている好きという想いを抑え込むのに必死なほど。

　今、夏樹のことを蒸し返すのも嫌だし、孝也への秘めている気持ちをぐちゃぐちゃにされそうで怖かった。

　夏樹のことを話せば、必然的に待ち伏せされていること、ヨリを戻したいと言われたことを打ち明けないといけない。

　孝也を好きなのに、夏樹のことまで考えないといけないのがひどく嫌なのだ。

　思わず頭を抑えてデスクに戻ると、スケジュール帳を広げた。

　今日の孝也は昼ご飯を取る時間も短く、建設現場の視察や、三ヶ月前に会議して決定した大手建設会社との会合も控えている。

（たしか、大きな商業施設を建てるのよね。うまく話が進まないと困るわ）

　自分の話題を出す時間など数分もないと分かると、余計に気が重くなる。

　けれど、仕事さえしていれば夏樹は近寄ってはこない。

　メールアドレスも変更済みなので、もはや連絡を取る手段はない。

　ＳＮＳは、ここ最近忙しくしていて見てもいない。

（もう現れないで）

　そう願うのだが、どこか不安が満ちていた。

　すると、ぽんと肩を叩かれる。

「平気？　さっきから溜息ばかりついて」

　宮田が心配そうに声をかけてくれた。

　彼女も仕事で大変なはずなのに、いちいち気にかけてくれるのが申し訳なくなる。

「あ……すみません。元彼のことが気になって」

「帰り、一緒に帰ろうか？」

　甘えても平気だろうかと言いよどんでいると、宮田が「駅までだから気にしないで」と付け加える。

「じゃあ、お願いします」

　不安もあってお願いすると、宮田に笑みを見せて頭を下げる。

　安心したのか宮田がデスクに戻ると、舞も孝也のスケジュールを確認し直した。
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「う……そ。います。います。宮田さん」

　小声でエレベーターホールの太い柱の陰に隠れて、宮田を呼ぶと駆け寄ってくる。

「どれ」

「あの、だらしない格好の」

「ああ。完璧にダメ男だわ。あんなのが良かったの？」

「いままではああじゃなかったんですっ。でも、どうして急に私に」

「……借金してたりして」

　くすっと笑う宮田だが、舞は笑えない。

　夏樹は女性には困らない生活をしていたが、見栄張りのため、男性の前でも羽振りよく振る舞っていた。

　飲み会とあれば、何軒も行き、酔いつぶれるまで飲んでいて、お金はあるだけ使うことも知っている。

　舞が少しだけ飲み代を貸したこともあったが、そのときは返ってきた。

　けれど、社会人になってとてつもない額の借金を背負っていたらと考えると、とてもじゃないが無理だ。

「どうしましょう」

「遠回りだけれど、別の入り口から出ましょう。人通りないから、夜はあまり使わないのよ。でも、あの様子だと彼は知らないでしょ」

「分かりました」

　舞は小さく頷くと、そろりそろりと足を反対方向へ向かせながら、宮田のあとを追った。

　後ろについてきていないか何度か振り返ったが、ビルの正面玄関はひとつだけと思い込んでいるらしく、そこを見張るように動かない。

（気持ちわるい）

　以前の好意は失せ、すでに不気味な存在へと変わり果てた夏樹。

　傷心旅行までして傷を癒やそうと必死だったのに、恋が冷めてしまえば夏樹の本性が見えてきて、もう二度と恋をする相手じゃないと思える。

（でも、どうして私を）

　その疑問だけが拭えずに宮田のあとを追った。

　裏口に到着すると、小さめの自動ドアが開いて生け垣を抜けて外に出た。

　誰もいないが、代わりに冷たい夜風が吹き抜ける。

「急ぎましょう。駅で待ち伏せされたら大変だから」

「はいっ！」

　宮田の指示のもと、駅まで小走りで向かうと駅に着いたときには息が切れていた。

　申し訳ない思いでいっぱいで謝罪の言葉を言おうと頭を下げようとすると、宮田が呟いた。

「家まで気をつけて。駅からアパートまで、タクシーに乗りなさい」

「わ、わかりました」

「警備の人には私から伝えるし……。小宮さんは社長に伝えるのよ」

「社長に……でも、忙しいですから」

「なにかあってからじゃ遅いわ。明日、きちんと言うのよ」

「分かりました」

　宮田が真面目な顔で言うので、舞も頷くしかない。

　夏樹のことを話すのは嫌だが、ぼんやりして肝心なところでなにかミスしてはいけない。

　宮田と別れて電車に乗り込むと、舞は落ち着かずに辺りを見回しながら最寄り駅まで乗った。

　言われた通り駅からタクシーを拾いアパートに着くと、鍵とチェーンをかけてほっと一息ついた。

　途端、ドッと疲れ睡魔に襲われて、慌てて浴槽にお湯を張り湯船に浸かった。

（孝也さんに言いにくいな）

　けれど夏樹の執念深さも気味が悪く、明日の朝も正面玄関から入るのはよそうと決めて、湯船に顔を付けて思わず難しい顔になってしまう。

　夏樹があんな人間だったとは、どうも信じられない。

　そもそも、ひとりの女性にこんなに執着するのだろうか。そんなことを考えながらぼんやり湯船に浸かると緊張していた気持ちもじわじわとほぐれていった。
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　昨日同様、朝は裏口から入り、エレベーターホールでは人ごみに紛れる。

　エレベーターホールからこっそり正面玄関を窺えば、今日も夏樹は来ていた。

　信じられない思いと、不気味さで思わず自分の肩を抱く。

　仕事をさぼってまで自分に会いに来る夏樹の真意は分からないが、もはや知りたいとも思えない。

　秘書課に到着すると、ぐったりと疲れてデスクに伸びてしまった。

「またいたのね」

「はい」

「警備には連絡しているんだけど。つまみ出さないのかしら」

　宮田は苛立ちながら、また警備に電話をしようとした。

　でも、それが無駄ではないかと思い、舞は制止する。

「たぶん、適当なこと言って逃げてるんです。ビルに用事があるとか、関係者とか言って。ここにはいろいろな会社が入ってるから」

「……一体なんの用なのかしら」

「知りません」

　舞は疲れた身体を起こすと、孝也のコーヒーを淹れに給湯室に向かう。

　昨日のような失敗はダメだと言い聞かせながら入ると、そこには孝也がいた。

（どうしてこんなときに）

　胸の鼓動を必死に堪えながらそっと近づき、舞は小さな声で孝也に挨拶をした。

「おはようございます。どうして、ここにいるんです？」

「ああ、おはよう。大事なお菓子を隠してるところだ」

「隠さなくても……」

　そう舞が言うと、孝也が向き直って舞の顎を掬いあげた。

「隠しごとをしてるのは、そっちも同じだろ？　少しやつれただろ」

「あ……の……。こんなところで」

「やめてほしいなら、正直に言ってみろ」

　強引すぎるやり方は、あの日の旅行を思い出させる。

　それだけじゃない。

　いつ秘書課のメンバーが来るか分からない場所で、こんなことをする孝也は、あの旅行のときとなんら変わらない。

　だからこそ、舞は甘えたくなってしまう。

　あの日、思う存分に甘えてしまったから。

「元彼が、毎日このビルに来ているんです。部屋にまで来ました」

「……ストーカーか？」

　すっと顎の手が離されて、代わりに舞の腰に手が回されそうになる。

「誰か、来るので」

「そうだった……。でも、俺がいながらどうして元彼の相手なんてしているんだ？　小宮さんは」

「え……それは……どういう意味ですか？」

「分からないのか？　鈍感」

　だって、はっきりと好きだと言われたわけじゃない。

　似たような言葉を言われただけで、舞い上がってはダメだ。

　必死に自制心を働かせようとするが、孝也はさらに続ける。

　すぐに隣に立ち、舞の頭をぽんぽんと撫でながら。

「怖かったろ」

「……」

「すぐに言えよ。男はなにするか分からないからな。……俺も……だが」

「わたしは孝也さんなら！　別に……」

「それは、俺にはなにされてもいいって聞こえるけど。つまり、そういう意味か？」

「……」

　思わず無言で頷き、たまらずに耳朶を染めた。

　夏樹の気持ちわるいつきまといより、孝也の優しさを存分に感じるほうがずっと心地よいのを知っている。

　なにもかもが、夏樹とは比べものにならないほど、孝也は心も身体も満たしてくれる。

　孝也を頼れば、きっと甘えてしまう。

「ひとりで大丈夫だ、なんて言うなよ。社長室に来い」

「コーヒーは」

「あとでじっくり飲む」

　そのまま社長室へついて行くと、孝也はきちんと締めていたネクタイを緩めてソファにもたれた。

　そして隣に座るように促される。

「座れ。いいだろ」

　うつむきがちに近づき隣に座ると、そのまま思いきり腰に手が回る。

「小宮さん。元彼がいつかは退散するって思ってるだろ？」

　耳朶で低音で囁かれて、ぴくんと震えてしまう。

「元彼がなんで帰らないか当ててやる。小宮さんが綺麗になったからだ」

「え……だって……。連絡も取ってないのに」

「うろつく時間があるなら、元カノのところを偵察に来るくらい朝飯前だろ。身体だけの関係になりたいって、また思ってるんだろうな。それが、思っていたよりも綺麗になっていたから、本気になりかかってるのかもしれない。俺の小宮さんにな」

「お、俺の……？」

「そう。俺のだな」

　不機嫌そうに言う孝也は、そのまま舞のうなじに舌先を這わせる。

「やっ……」

　ゆっくりと舌が這いあがり耳を舐めはじめると、たまらずに腰を引いた。

　声はなんとか唇を噛んで堪えるが、孝也はそれすら楽しんでいるようだ。

「前とは違う状況もいい」

「わ、私仕事が！　孝也さんだって！」

「小宮さんを連れて行く予定はなかったが、取引先の挨拶に連れていく。そうすれば少し時間が取れるだろ」

「な……にを？」

「あのときより、甘く抱いてやるだけだ。帰りは俺の車で送ってやるし、朝も迎えに行く」

　瞬間、胸がはちきれるような切ない思いが満ちる。

　誰かに守られて、そして甘やかされている感覚が心地よくて孝也を社長としてでなく、男として見てしまう。

　しかも、自分の彼氏と錯覚するほどに。

　溢れそうになる好意をすぐに口にすることもできず、孝也はそっと唇を重ねてくる。

　甘い吐息が漏れ、必死に理性を働かせる。

「続きはまたあとで」

「……はい」

　とろんと見つめかえすと、もはや完全に孝也のことで頭がいっぱいになっていた。
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「あっ……あっ……」

「ここだろ？　小宮さんの好きなところ」

　思わず腰をくねらせると、余計に蜜粒をこね回される。

　取引先へ挨拶に行ったあと、孝也は即座にホテルに舞を連れて行った。気を利かしてくれたのか、秘書課のメンバーには、舞は気分が悪く、早退すると告げてくれたようだ。ストーカーのことも相談に乗ってもらったことだし、怪しまれはしないだろう。

　部屋に入るなり、孝也は舞をベッドに押し倒した。

　待ちきれないのは舞も同じだった。

　ふと、孝也が身体を離すと、捲りあげられたスカートと、すでにはぎ取られて露わになった秘丘を思わず隠してしまう。

　頬を染めながら、舞はほっと息を吐く。

　しかし、手を引かれて強引に四つん這いの格好にされるとシーツに手をつかされて腰を突き出す格好にさせられる。

　そして、またスカートを捲りあげられると、露わになった尻に孝也が舌を這わせはじめた。

「あっ……」

「給湯室で本当はしたいんだけどね。人が来るしできないだろ。こんなこと」

「こ、こんなことっ」

「俺は……こういうことをしたいって思って、近づいてるんだが」

「……っ！」

　ちゅっちゅっと音を立てながらキスをされると、次第に蜜が溢れる丘に到着する。

　足を広げさせられると、またぺろりと舌が這う。

「給湯室だと思うと、けっこう感じると思うけど。どう？　そういうプレイ」

「で……できません」

「じゃあ……、俺が勝手に。今はコーヒー淹れてるよな？　小宮さん」

「……」

「赤いマグカップ？　黒？　白？」

　舞はふるふると震えながら、次第に溢れだす蜜を感じながら小さな声で言う。

「お昼……なので。あっ……んっ……赤……です」

「たまにはコーヒーじゃなくてお茶もいいな」

　秘玉を転がしながら、孝也はそんなことを言う。

　目を瞑ると本当に給湯室でされているような錯覚に陥る。

　しかも、乗り気になって返事をすれば余計に蜜が溢れて止まらない。

　孝也がひざまずいて蜜粒を舐めているだけでも恥ずかしくてたまらないのに、給湯室で……なんてことを言われたら、余計に敏感になってしまう。

「お茶……ふぁっ！　……んっ……淹れました」

「ん……。こっちはトロトロの蜜が溢れてる。本当はしたかった？」

「そんなわけっ！　ありません」

「できないわけじゃない……な？　舞」

　はじめて名前で呼ばれて、余計に鋭敏に身体が反応してしまう。

　甘い低音が、意地悪な言葉を発するだけでもいやらしい感じだというのに、自分の名前を呼んだときだけは、優しい。

「私……孝也さん……を……」

「ん？」

　足がガクガクしはじめて、耐えきれなくなりそうで言葉に詰まる。

　肝心なことはまだ言えなくてもどかしいし、こんな風に身体を愛されることに、まだ戸惑う。

（好きって言って……孝也さん）

　振り向いて、潤んだ瞳で訴えてしまう。

　しかし、孝也は蜜粒を舐めることに夢中だ。

「あっ……あぁ！」

「もっと良くしてやる。時間も限られているからな」

　ふしばった長い指が、蜜壺にゆっくりと入れられるとそのまま激しく掻き混ぜられる。

　思わず背を仰け反らせて喘ぎ、息を荒くさせてしまう。

　膝立ちが精一杯で、腰を思いきり突き出させる格好になる。

　それが卑猥だと分かっているのに、力は全く入らない。

　くちゅくちゅと激しい水音が部屋に響き渡る。

　そして蜜は下肢にとろりと垂れ、止まることもない。

「や……あっ……」

「もっと増やすぞ」

　そう言うなり、指が二本に増える。

　ずっぷりと入ると、今度は抜き差しが始まり内壁を擦られはじめた。

　一気に頂きを上りつめ、舞は首をイヤイヤと振りまくる。

「あっ……ふぁ！　……孝也さんっ！」

「イキそうなんだろ？」

「そう……私、また……」

　はしたない、恥ずかしいと思いつつ、悦楽に包まれる感覚は止められない。

　旅館で何度も果てた感覚が一気に呼び覚まされて、体中が熱くなってしまう。

　次第に頭の中が真っ白になると、舞は身体を激しく硬直させ、頭に火花がほとばしる。

「あぁ！」

　舞の嬌声が部屋に響き渡ると、指が引き抜かれる。

　トロトロと溢れ出る蜜は止まらず、足はガクガクと震えて足を折りそうだった。

　このままひとつに繋がるのは嫌だと、舞は必死に孝也のほうを向いて口を開ける。

「好き……孝也さん……大好き」

「お……い。今言うか」

「だって。今言わないと、また身体だけの関係になりそうな気がして」

　胸がきゅっと痛む。

　旅館で抱かれたあの日は、それで良かった。

　激しく抱かれ、非日常を味わったことは失恋を忘れるには充分すぎるほどだった。

　でも、今はひとつひとつ覚えていたいほど、孝也を好きで仕方がない。

「俺も好きだ。舞。秘書課に呼んで良かったよ」

「どういう意味？」

「その話はあとだ。時間がない」

　スラックスをくつろげると、すでにいきり立った男根を取り出す。

　以前はそのまま挿入されたが、今回は避妊具までしっかり用意してきたようだ。

　そして、装着すると、ゆっくりと舞の中に入り込んできた。

「ふぁ！　あぁ！」

「久しぶりだな、舞」

「孝也……さん」

「さんはいらない……好きなんだろ」

「孝也……」

　ゆっくりと隘路が広げられ、最奥を目指して進む。

　以前のようなダイレクトな感覚はないが、熱は充分に伝わり舞は腰をゆらめかせる。

　最奥に到達すると、ずんずんと抽送が始まった。

　孝也の手が舞の大きめの胸を鷲づかみにする。

　スーツ越しだというのに、布がこすれて余計に先端が鋭敏に反応して舞は甘い声をあげる。

　スーツが乱れてくると、孝也はブラウスを器用に脱がしブラの上から胸を揉みしだきはじめる。
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「あっ！　やぁ！」

「いやらしいな、舞の胸。」

「言わないで……孝也だけに……触れてほしい」

　思わずそう言ってしまい、、舞は自分でも理性がはぎ取られているのを感じた。

　恥ずかしくて言えないようなことを、孝也相手になら言える。

　夏樹なら考えられないことだった。

　そもそも、孝也を相手に感じてるフリだってない。

　最奥をずんずんと突かれてしまうと、次第に隘路がみちっと締まる。

　途端に、孝也が切ない吐息をあげはじめて舞のうなじに噛みつく。

「あっ！　だめっ！」

「見えないだろ……こんなところ……」

　突き上げられると、舞は一気に快楽の坩堝るつぼに飲まれはじめて吐息を荒げた。

　せわしなく甘い息を吐きながら、振り向いて潤んだ瞳で孝也を見つめる。

「そんな顔すると、このあとの仕事さぼりたくなるだろ」

「孝也は、そんなことしない」

「そうかな」

　一定のリズムを保って突かれはじめると、互いに喋ることもできなくなる。

　そしてその刹那、孝也の熱が腹の中で飛散した。

「あっ！　んぁ！」

「舞っ！」

　ぎゅっと胸が強く変形するほど掴まれると、しばらく孝也は舞を放さずに後ろから抱きしめた。

　白濁は舞の中に放たれ続けて止まらない。

　薄い膜越しにでも、たっぷりと熱が伝わってきて身体がぴくぴくと震えてしまう。

　舞の足がくずおれると、孝也が抱き上げてベッドに寝かしてくれる。

　互いにスーツがはだけている状態で、孝也の色気をよりいっそう感じた。

　舞は慌ててスカートを直すが、はだけたブラウスを直す前に孝也が胸元にキスをしはじめてしまう。

「だ……め……」

「ここは平気だろ？　見えない」

「んっ！」

「かわいい声あげて」

　胸元だけでなく、次第に体中に花弁がちりばめられてしまうと、舞だけが裸になってしまう。

　孝也はちらりと時計を見ると、うっすらと口角をあげて舞に口づける。

「まだ時間はあるな」

「でも……んっ……ふぅ……」

「舞もこんな状態でおとなしく帰れるか？」

　思わず小さく首を振ってしまう。

　とろりと垂れる蜜や、鳴り止まない胸の高鳴り。

　そして、孝也から紡がれる甘い言葉。

　それら全てを与えられた時間いっぱい感じていたいと思えた。

「もっと良くする。ほら……どうしてほしい？」

「孝也の好きなようにして……？」

　上目遣いでそんなことを強請る自分が恥ずかしいと思う。

　でも、もう止められない。

「じゃあ、一番普通な格好で」

　途端、足が大きく開脚されて、男根が入り込む。

　パッケージを開けていないことに気がついて、舞は視線を彷徨わせる。

「もしなにかあったときは、責任を必ず取るよ。なにもかも。もう、舞を誰にも渡したくないからな」

「……でも」

「俺がそんなひどい男だと思ってるのか？」

「ううん。私、孝也なら嬉しい」

　そう言うと、孝也が困った笑みを見せる。

　そして頭をぽりぽりと掻くと、抜き差しを始めてしまった。

　いきなり始まる抽送に舞は身をよじる。

　シーツを握りしめ、孝也の名前を何度も呼んでしまう。

　肌がぱんぱんとぶつかる音と、水音が部屋に響き渡り、舞は胸を揺らせて身体をよじる。

「あっ……んぁ！　……ふぁ！」

「かわいいな。舞」

　ぎゅっと胸を揉みしだかれながら、最奥をずんずんと突かれ、次第に舞はまた快楽の頂を上りつめてしまう。

　淫靡に喘ぎ、孝也の首に手を回しながら息を弾ませることしかできない。

「あっ……孝也！」

「俺も……そろそろ……」

　さっき果てたばかりで、舞の身体は鋭敏に研ぎ澄まされて、少しの抽送だけでも身体が蕩けてしまう。

　次第に頭の中が真っ白になる。

「あっ……あっ！」

　舞が一気に果てると、孝也は男根を引き抜き舞の腹の上で白濁を放つ。

「あ……孝也……」

「悪い……嫌……だったか」

　なにも言わず、舞は首を小さく振った。

　なにをされてもいい、そんな気持ちになるなんて初めてで口に出すのは恥ずかしかったのだ。

　もうこれ以上は時間がないと、孝也は慌ててバスルームに舞を引っ張る。

「本当は、ふたりで風呂に入りたかったんだが」

　孝也の言葉はまだ熱っぽく、舞を誘うようで困惑させられる。

「社長にはまだ仕事がありますから……。それより、本当に私のこと好きですか？」

「ああ、好きだ、舞」

　バスルームで抱きしめられると、顎を掬いあげられて熱いキスをされる。

　舌先が絡み、気持ちを確かめ合うようなじっくりとしたもの。

「私も好きです」

　舞の甘ったるい声がバスルームに響き渡った。
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　あれから、舞は孝也の部屋に行くことが増えていまや半同棲状態だ。

　夏樹のこともあり、孝也はすぐに一緒に住んだほうがいいと言ったが、毎晩求められる日々に溺れそうで、踏みきれない。

　でも、もうそろそろ限界だ。

　その日も、舞は仕事を終えて孝也の住むマンションに向かっていた。

　先に帰り、食事を作って待っているのが楽しみで仕方がない。

　ビニール袋をぶらさげながら、マンション近くのスーパーで買い物をしていると鼻歌も出てきてしまう。

　不意に、夏樹のことを思い出した。

（近頃ビルに来てないわ）

　最近は、孝也から堂々と正面玄関から帰っていいと言われて、そのようにしていた。

　夏樹がまた現れるかもしれないと、はじめはびくびくしていたのだが、それらしい男性は現れることはなかった。

　なんでだろうと思う反面、夏樹のことだから飽きたのだろうと思った。

　鍵を開けて孝也の部屋に入るとなぜかほっとする。

　黒い大きめのソファに、大きなテレビ。

　全体的に黒が基調の部屋に、会社の資料が雑然と置かれている。

　それを拾いながら、ローテーブルに置いて食事の用意を始めようとしたときだった。

「ただいま」

　玄関先で、孝也の甘い低音が響く。

「お帰りなさい」

　愛しい恋人の帰宅に、舞は思わず嬉しくて頬が緩む。

　玄関まで出迎えると、そのまま抱きしめられてしまう。

「出迎え？」

「うん」

「ここでしたくなるだろ」

「……それ……でも」

　舞は胸を鳴らせながら、思わず本音を漏らす。

　しかし、その日の孝也はすっと離れて舞の手を引いてリビングに向かった。

　なんだろうと思うと、急に真面目な顔になる。

　舞は首を傾げて、少し嫌な予感がしつつも背筋を伸ばした。

「元彼、ストーカーで訴えたから」

「えっ!?」

「もう来てないだろ。俺が話をつけたんだ。もう舞につきまとうなって」

　孝也は初めて見るくらい神妙な顔をしている。

「舞がかわいくなってたから、また付き合いたいって思ったそうだ。偶然見かけて、今度は本命にしようって決めたらしい」

「え……」

「けっこう、本気で彼女にするつもりだったそうだ。おまえのしていることはストーカーだぞと脅しておいたが、まだ引かないと言うから訴えた」

「そ、そうなの？」

　舞は目を瞬かせる。

　信じられなかった。

　夏樹が誰かに本気になったことにも、そして、その相手が自分だということも。

「舞が綺麗になったからだな。俺のせいだ」

「それは！　私が……孝也を好きになったから。そ、そもそも！　孝也はいつから私を好きなの？　教えて？」

「入社したての頃から、気にしてた。というか、舞は癒やし系で会社でも上層部のうちでは人気があるんだぞ。知らないだろ」

　舞は頬を染めつつ首を振った。

　自分が男性からそんな風に見られていたなんて信じられない。

　事務にいたせいか、誰からも相手にされないと思っていた。

「傷心旅行で、身体の相性も良かったし。秘書にしてそばに置いて、舞がどんな子か見てみたかった」

「そんな。ずるい」

「仕方がないだろ。舞みたいにいい女、そうそう会えないんだ」

「そうなの？」

　きょとんと見返すと、孝也の瞳が熱を帯びていることに気がついて、視線を彷徨わせた。

　いつの間にか、腰に手が回っている。

　そのまま口づけられると、舞は甘い吐息を漏らす。

「好きだ。舞」

「ん……私も……孝也。大好き」

　そのままソファに組み敷かれてしまうと、舞はうっとりと孝也を見つめてキスをせがんだ。

　いつの間にか、孝也の虜だ。

　蕩けるほどのキスをされて、舞は孝也に何度も好きだと告げられながら抱きしめ合う。

　幸せな気持ちで部屋の温度がふわりと上がったような気がした。
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